
姉の南里雅綺さん（写真左）と妹の塔子さん（写真右）

オーストラリアで行われた、世界ジュニアショートトラック選手権2012での競技の様子（25:塔子さん、26:雅綺さん）

姉の南里雅綺さん（写真左）と妹の塔子さん（写真右）
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南
里
雅
綺
さ
ん
（
阿
恵
区
・
沖

学
園
高
校
２
年
生
、
当
時
）・
塔

子
さ
ん
（
阿
恵
区
・
粕
屋
中
学
校

３
年
生
、
当
時
）の
姉
妹
が
、
２

月
24
日
〜
26
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
選
手
権
２
０
１
２
に
、
日
本
代

表
と
し
て
揃
っ
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　
姉
の
雅
綺
さ
ん
は
リ
レ
ー
に
出

場
。
妹
の
塔
子
さ
ん
は
リ
レ
ー
の

ほ
か
、
５
０
０
ｍ
・
１
，
０
０
０
ｍ
・

１
，
５
０
０
ｍ
に
出
場
。
惜
し
く

も
上
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、

姉
の
雅
綺
さ
ん
は
「
自
分
の
実
力

が
試
さ
れ
た
大
会
で
、
世
界
で
戦

う
に
は
も
っ
と
実
力
を
つ
け
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

次
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
に
出
場
し
て
、

今
回
の
反
省
を
活
か
し
、
次
は
メ

ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
。」と
、
妹
の
塔
子
さ
ん
は「
世

界
の
人
た
ち
は
、
日
本
人
と
違
っ

て
レ
ー
ス
運
び
も
体
格
も
違
い
勉

強
に
な
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
も
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
世
界

大
会
に
出
場
し
て
、
入
賞
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
抱
負

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
姉
の
雅
綺
さ
ん
は
、
１

月
28
日
〜
２
月
１
日
に
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
た
第
67
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
に
お
い
て
、
シ
ョ
ー

ト
ト
ラ
ッ
ク
少
年
女
子
５
０
０
ｍ

及
び
１
，
０
０
０
ｍ
で
い
ず
れ
も

３
位
入
賞
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

南
里
雅
綺
さ
ん
・
塔
子
さ
ん

南
里
雅
綺
さ
ん
・
塔
子
さ
ん

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
選
手
権
２
０
１
２
に

姉
妹
で
出
場

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
選
手
権
２
０
１
２
に

姉
妹
で
出
場
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150



3

粕
屋
中
央
小
学
校
児
童
が

緑
の
里
に
車
イ
ス
を
寄
贈

　
２
月
24
日(

金)

、
粕
屋
中
央
小
学

校
の
児
童
が
、
酒
殿
区
に
あ
る
社
会

福
祉
法
人
「
緑
の
里
」
に
車
イ
ス
１
台

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
校
児
童
が
１
年
間
か

け
て
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
と
プ
ル
タ
ブ

を
換
金
し
、
車
イ
ス
を
購
入
、
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
校
は
、
こ
の
事
業
を
平
成
19
年

度
か
ら
毎
年
続
け
て
お
り
、
今
回
で

５
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
学
校
を
代
表
し
、
青
少

年
赤
十
字
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
５
・

６
年
生
26
名
が
緑
の
里
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
、
藤
上
凌
太
く
ん

（
青
少
年
赤
十
字
委
員
会
委
員
長
・

６
年
生
）
が
、「
大
事
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
手
渡
す
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。」
と
、
ま
た
、
安
河
内
維

仁
理
事
長
か
ら
「
毎
年
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
社
会
に
出
て
、
活
躍
で
き
る
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、「
ふ
る
さ
と
」と「
校

歌
」の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
さ
れ
、

お
年
寄
り
た
ち
は
、
手
拍
子
を
し
た

り
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
と
、
ひ
と
時

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

南波陽菜さん（戸原区）スキー競技で国体出場南波陽菜さん（戸原区）スキー競技で国体出場
　2月14日(火)から17日(金)にかけて岐阜県高
山市で開催された、「第67回国民体育大会冬季
大会スキー競技会」に南波陽菜さん（戸原区・博
多女子中学校3年（大会時））が出場されました。
　南波さんは、飛騨ほおのき平スキー場で開催
されたジャイアントスラロームの競技に出場。
惜しくも、上位入賞はなりませんでしたが、「今
年は高校受験との同時進行で練習時間が確保で
きず、良い滑りができませんでした。来年は、もっと練習を積んで大会に臨
めるようがんばりたい。」と早くも来年を見据えた抱負を語られました。

南波陽菜さん

消
防
演
習
を
実
施

消
防
演
習
を
実
施

粕
屋
町
消
防
団

　
春
先
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
あ
る
た
め
、

粕
屋
町
消
防
団
は
３
月
４
日
（
日
）
に
、
非
常
呼
集
及

び
送
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
仲
原
小
学

校
体
育
館
で
出
火
し
た
と
想
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
分
団
の
消
防
車
は
、
火
災
発
生
の
知
ら
せ
を
受

け
る
と
、
直
ち
に
仲
原
小
学
校
周
辺
に
集
合
し
、
防

火
水
槽
、
消
火
栓
か
ら
最
長
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離

を
消
防
車
で
中
継
し
な
が
ら
送
水
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
雨
が
降
る
中
、
消
防
団
員
は
本
番
さ
な

が
ら
の
機
敏
な
行
動
、
連
携
に
よ
り
、
迅
速
な
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
実
施
し
、
地
域
防
災
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨年の全国中学校スキー大会より
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１
月
５
日
（
木
）
に
福
岡
市
美
術

館
で
行
わ
れ
た
福
岡
県
小
学
校
児
童

画
展
表
彰
式
に
お
い
て
、
粕
屋
中
央

小
学
校
が
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

   

ま
た
、
同
校
は
、
２
月
５
日
（
日
）

に
西
日
本
新
聞
会
館
国
際
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
西
日
本
読
書
感
想
画
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
に
お
い
て
、
２
年

連
続
で
努
力
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

粕
屋
中
央
小
５
年
生
の
黒
木
玲
那
さ

ん
が
指
定
図
書
の
部
で
優
秀
賞
と
な

り
、
同
じ
会
場
で
表
彰
状
並
び
に
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
木
玲
那
さ
ん
は
、
表
彰
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
、「
立
体
的
に
見
え

る
よ
う
に
光
と
影
の
部
分
を
工
夫
し

て
彩
色
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
表
彰
式
に
た
く
さ
ん
の
方

が
来
ら
れ
て
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
野
校
長
は
、「
日
頃
か
ら
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
図
画
工
作
科
教

育
の
成
果
が
評
価

さ
れ
て
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
励
み

に
今
後
も
子
ど
も

た
ち
の
感
性
を
高

め
、
豊
か
な
情
操

を
培
う
教
育
活
動

を
推
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

粕屋町立大川小学校父母教師会福岡県教育文化表彰を受賞

粕屋中央小学
校

受　賞
粕屋中央小学

校

受　賞

第60回 福岡県小学校児童画展 ＲＫＢ毎日放送賞

第55回  西日本読書感想画コンクール 努力校賞

　
福
岡
県
教
育
委
員
会

は
教
育
、
学
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力

を
注
ぎ
、
顕
著
な
業
績

を
上
げ
た
個
人
や
団
体

に「
県
教
育
文
化
表
彰
」

を
授
賞
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
11
日（
土
）、
福

岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

大
川
小
学
校
父
母
教
師

会
は
一
般
の
部
【
社
会

教
育
部
門
】
の
団
体
で
こ
の
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
理
由
は
、
開
校
以
来
１
３
８
年

の
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
保
護
者

や
地
域
が
、
学
校
と
共
に
児
童
を
見
守

り
育
て
よ
う
と
い
う
意
識
が
非
常
に
高

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

実
績
を
上
げ
て
い
る
主
な
活
動
は
、「
家

庭
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
取
り
組
み
、

地
域
自
学
教
室
、
大
川
小
祭
り
、
各
分

会
と
子
ど
も
会
が
一
体
と
な
っ
た
地
域

ご
と
の
活
動
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る

児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど
で
す
。
教
育

の
主
体
者
と
し
て
、
会
員
一
人
一
人
が

学
校
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
教
育
に
関

わ
っ
て
い
る
姿
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
大
川
小
学
校
を
大
切
に

思
う
地
域
の
諸
先
輩
方
か
ら
し
っ
か
り

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
大
川
小
学
校
の

伝
統
の
賜
物
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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粕屋フォーラム
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　保険料は、20歳から60歳になるまでの40年間納めます。老齢基礎年金
を受けるためには、この間に最低25年以上の受給資格期間が必要です。

国民年金保険料は
忘れずに納めましょう。

◆納付書で納める（24年度額）◆納付書で納める（24年度額）
　年金事務所から送付される納付書で、各金融機関・郵便局・コンビニなどで納めることができます。

　納付書には、「１年前納」「半年前納」の納付書も付いています。また、希望する月からの年度分の前

納もできますので、年金事務所に申し出てください。前納すると保険料が割り引きになります。

　保険料を納付書で毎月納めると、14,980円×12か月＝179,760円ですが・・・

◎１年前納した場合

176,570円（3,190円割引）

◎半年前納した場合

半年額 89,150円（半年分で730円割引）

◆口座振替で納める（24年度額）◆口座振替で納める（24年度額）
　口座振替にすると保険料を納めに行く手間が省けるばかりか、納め忘れによって年金が受けられな

くなることもありません。

　申込みは、各金融機関・郵便局・年金事務所の窓口で…

　※前納（１年・半年）には、申込期限があります。詳しくは、東福岡年金事務所にお尋ねください。

　保険料を口座振替で毎月納めると、14,980円×12か月＝179,760円ですが・・・

　付加年金とは、定額の保険料に月額４００円を上乗せして納めた人が、納めた月数×２００円の額を

老齢基礎年金に加算されて受け取ることができるものです。

　たとえば20年間付加保険料を納めると、納める額は総額９６,０００円ですが、

　年額　４８,０００円（20年×12月×200円）
　が基礎年金に加算されて受け取れます。

※付加年金は国民年金第１号被保険者だけの制度です。

（国民年金基金の加入者や国民年金保険料の免除適用者は、付加保険料を納めることはできません。）

◎毎月早割（当月分を当月引落し）で納めた場合

14,930円×12か月＝179,160円（600円割引）

◎１年前納した場合

175,990円（3,770円割引）

◎半年前納した場合

半年額 88,860円（半年分で1,020円割引）

ご存知ですか 付 加 年 金 保険料の額は月額 ４００円

●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570(05)1165又は東福岡年金事務所 ☎(651)7129
　　　　　　　粕屋町総合窓口課国保年金係 ☎(938)2311 内線447
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国民健康保険及び後期高齢者医療からのお知らせ

平成２４年４月１日から平成２４年４月１日から
高額な入院診療を受けるときと同様に、高額な外来診療を受けるとき
についても、保険証と一緒に「限度額適用認定証」など※を提示すれば、
医療機関の窓口での支払いが自己負担限度額までとなります

※『限度額適用認定証』など・・・「国民健康保険限度額適用認定証」、「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」、
　「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己

負担限度額以上となった場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、平成２４年４月

１日からは、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

　７０歳未満の方と７０歳以上の非課税世帯等の方は、事前に「限度額適用認定証」などの交付を受ける

必要がありますので、総合窓口課までお越しください。

■国民健康保険加入者

高額な外来診療受診者 事前の手続き 医療機関等の窓口で

７０歳未満の方
「限度額適用認定証」などの交付を
申請

「限度額適用認定証」などを窓口に
提示してください

７０歳以上７５歳未満で
非課税世帯等の方

７０歳以上７５歳未満で
非課税世帯等ではない方

「国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証」の交付を申請

必要ありません

「国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証」を窓口に提示
してください

「国民健康保険高齢受給者証」を
窓口に提示してください

■後期高齢者医療加入者

高額な外来診療受診者 事前の手続き 医療機関等の窓口で

非課税世帯等の方

非課税世帯等ではない方

「後期高齢者医療限度額適用・標準
負担額減額認定証」の交付を申請

「後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証」を窓口
に提示してください

必要ありません
「後期高齢者医療被保険者証」を
窓口に提示してください

・「限度額適用認定証」などを提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。

・平成２４年３月３１日以前に交付された「限度額適用認定証」などをお持ちの方は、記載されている

　有効期限まで使用することができます。

●問合せ　粕屋町総合窓口課国保年金係　☎９３８－２３１１ 内線４４５・４４７

　
平
成
24
年
度
に
粕
屋
町
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
要
領
で

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
委
員
の
主
な
活
動
内
容
　「
地
域

防
災
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど

●
募
集
人
員
　
３
名

●
任
期
　
２
年

●
応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
満

20
歳
以
上
の
方
（
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
）
で
、
地
域
の
防
災
に

関
心
を
も
ち
、
委
員
と
し
て
年
に

５
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
。

※

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
か
ら

の
ご
意
見
も
十
分
に
反
映
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
女
性
の
方
の
積
極
的
な

応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　
平
成
24
年
４
月
20
日

（
金
）
ま
で

●
応
募
方
法
　
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
課
　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
３

粕
屋
町
防
災
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す
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国民健康保険及び後期高齢者医療からのお知らせ

平成２４年４月１日から平成２４年４月１日から
高額な入院診療を受けるときと同様に、高額な外来診療を受けるとき
についても、保険証と一緒に「限度額適用認定証」など※を提示すれば、
医療機関の窓口での支払いが自己負担限度額までとなります

※『限度額適用認定証』など・・・「国民健康保険限度額適用認定証」、「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」、
　「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己

負担限度額以上となった場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、平成２４年４月

１日からは、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

　７０歳未満の方と７０歳以上の非課税世帯等の方は、事前に「限度額適用認定証」などの交付を受ける

必要がありますので、総合窓口課までお越しください。

■国民健康保険加入者

高額な外来診療受診者 事前の手続き 医療機関等の窓口で

７０歳未満の方
「限度額適用認定証」などの交付を
申請

「限度額適用認定証」などを窓口に
提示してください

７０歳以上７５歳未満で
非課税世帯等の方

７０歳以上７５歳未満で
非課税世帯等ではない方

「国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証」の交付を申請

必要ありません

「国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証」を窓口に提示
してください

「国民健康保険高齢受給者証」を
窓口に提示してください

■後期高齢者医療加入者

高額な外来診療受診者 事前の手続き 医療機関等の窓口で

非課税世帯等の方

非課税世帯等ではない方

「後期高齢者医療限度額適用・標準
負担額減額認定証」の交付を申請

「後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証」を窓口
に提示してください

必要ありません
「後期高齢者医療被保険者証」を
窓口に提示してください

・「限度額適用認定証」などを提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。

・平成２４年３月３１日以前に交付された「限度額適用認定証」などをお持ちの方は、記載されている

　有効期限まで使用することができます。

●問合せ　粕屋町総合窓口課国保年金係　☎９３８－２３１１ 内線４４５・４４７

　
平
成
24
年
度
に
粕
屋
町
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
要
領
で

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
委
員
の
主
な
活
動
内
容
　「
地
域

防
災
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど

●
募
集
人
員
　
３
名

●
任
期
　
２
年

●
応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
満

20
歳
以
上
の
方
（
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
）
で
、
地
域
の
防
災
に

関
心
を
も
ち
、
委
員
と
し
て
年
に

５
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
。

※

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
か
ら

の
ご
意
見
も
十
分
に
反
映
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
女
性
の
方
の
積
極
的
な

応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
締
切
　
平
成
24
年
４
月
20
日

（
金
）
ま
で

●
応
募
方
法
　
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
課
　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
３

粕
屋
町
防
災
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す



8

　健康かすや21では、健やかで心豊かな町民であふれるまちを目指して、健康づくり活動に励んで
います。また、多くの方に健康かすや21の取り組みを知ってもらおうと、いろいろな場所に出かけ
てPRを行っています。
　健康かすや21の全体の活動としては、2月25日（土）の「きらめきコンサート」や3月11日（日）の「フ
ァミリーフェスタ絆」において、展示を行い、健康かすや21音頭を披露しました。
　また、一緒に活動してくれる方を募集していますので、興味のある方はぜひお声かけください！

「きらめきコンサート」での展示風景　　　　　　 「ファミリーフェスタ絆」の様子

健康かすや21は５つのチームで活動しています。

◆食　チ　ー　ム　：　食生活を見直しましょう

◆甘味飲料チーム　：　甘味飲料（清涼・炭酸飲料水など）を控えましょう

◆禁　煙　チーム　：　タバコは吸わないようにしましょう

◆運　動　チーム　：　週１回以上運動しましょう

◆キャンペーンチーム：　健康かすや２１の取り組みを知りましょう

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎938-0258

●ホームページアドレス　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/kurashi/kenko/zoshin/index.html

「平成24年度乳児健診、予防接種等日程表」の訂正について

広報かすや3月号に折り込みで入っておりました日程表に一部変更がありましたのでお知らせいたします。

下記医療機関の実施する予防接種の種類が以下のとおり変更になります。ご予約の際はご注意ください。

町内指定医療機関 ＢＣＧ

○平田ペインクリニック ・・・・・938－1515

広報3月号

　【訂正】　ポリオ集団予防接種のお知らせ　日程　4月27日（金）　正しくは4月20日（金）です。

日本脳炎

○

ＭＲ3・4期

○

ＭＲ1・2期

×

二種混合

○

三種混合

○

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
は
、
乙
仲
原
東
区
の
交
換
対

象
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　
☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

㈱
倉
田
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ
　
直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　交
換
の
お
知
ら
せ
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年長児（5歳児クラス）相談会のお知らせが届きます！
（きこえ・ことば・行動面など）

詳細については
送付されるお知らせを
ご覧ください。

　5～6歳という年齢は、子どもたちが心身ともに一段と成長する時期です。
　粕屋町では、この大切な時期に　『子どもたちが個性を輝かせ、いきいきと楽しく
過ごせるように』と、“年長児（5歳児クラス）相談会”を実施しています。
　今年度から年長児のお子さんには、４月後半頃に各家庭へお知らせが届きます。
　同封の発達チェック表に、お子さんの様子を思い浮かべながら記入してみてください。
　チェック表や相談記入欄の記載内容などにより、必要な方にはスクリーニング検査や保護者面談を実施
いたします。
　●対象者　平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれのお子さん
●年長児相談会の流れ
　①「年長児相談会」のお知らせ送付　４月後半
　　（Ａ．相談会のお知らせ　と　Ｂ．発達チェック表が入っています）
　②発達チェック表を記入し提出　
　　ア．町立保育所・町立幼稚園　→　各園に提出
　　イ．上記以外　→　健康センターに返信用封筒で返送
　　※発達チェック表の内容や相談内容により、必要な方には2次スクリーニングの案内をいたします
　③スクリーニング検査（簡単な発達検査）　５月後半～７月後半
　　スクリーニング検査：１グループあたり４～５名ずつで行います。お友達と一緒に
　　　　　　　　　　　  聴力検査に参加したり、クイズに答えたりと、楽しく参加
　　　　　　　　　　　  できるようにしています。
　④保護者面談　５月後半～７月後半
　　保護者面談：お子さんの検査時の様子や発達の特性についてお話します。
　　　　　　　　発達特性を知ることで、子どもにあった子育て、発達支援
　　　　　　　　につながるよう、工夫点や方法等を一緒に考えていきます。
●問合せ　粕屋町健康センター 母子保健係　☎９３８－０２５８

妊
婦
健
康
診
査
補
助
券

項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

　
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
妊
婦

健
康
診
査
（
妊
婦
健
診
）の
補
助
券
の

内
容
に
つ
い
て
一
部
追
加
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
14
回
の
妊
婦
健
診
の
う

ち
、
７
回
目
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、

10
回
目
に
G
B
S
（
B
群
溶
血
性
連

鎖
球
菌
）
検
査
を
追
加
し
ま
す
。

　
現
在
、
お
持
ち
の
補
助
券
で
７
回

目
と
10
回
目
を
お
持
ち
の
方
は
、
ク

ラ
ミ
ジ
ア
、
G
B
S
検
査
を
追
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
、
７

回
目
・
10
回
目
の
補
助
券
を
使
用
さ

れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ  

粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課

　
☎（
９
３
８
）０
２
５
８

　
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
佐
賀

県
・
大
分
県
に
お
い
て
も
当
町
で
発

行
し
た
妊
婦
健
診
補
助
券
を
使
用
す

妊
婦
健
康
診
査
補
助
券

の
使
用
可
能
範
囲
が

拡
大
し
ま
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
分
ま
で

の
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、
償
還
払

い
（
一
旦
、
ご
本
人
が
支
払
っ
た
後
、

町
に
請
求
す
る
方
法
）の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ  

粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課

　
☎（
９
３
８
）０
２
５
８

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す

　
昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

●
届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者
と
な

っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得

し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
地
域
振
興
課
☎（
９
３

８
）
０
１
９
４
又
は
福
岡
県
森
林

保
全
課
☎（
６
４
３
）
３
５
４
５
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「こんにちは　税務課です。」「こんにちは　税務課です。」
　町・県民税や所得税の申告がようやく終わりました。申告されていない方は、速やかに済ませましょう。
申告は、毎年必要となります。おさらいを兼ねて、簡単な質問にお答えします。
　
★申告の際に、「確定申告」ですか「町・県民税申告」ですか　と聞かれました。どこが違うのですか？
　｢確定申告｣は所得税(国税)の申告で、税務署で取り扱います。確定申告をされた人は、税務署から
役場に資料が届きますので、町・県民税の申告は必要ありません。
　「町・県民税申告」は住民税(地方税)の申告で、粕屋町役場税務課で取り扱います。申告された平成
23年中の収入(所得)は、平成24年度の町・県民税の課税資料となります。
　
★「福岡市」から今年3月に「粕屋町駕与丁」に引っ越しました。平成24年度の町・県民税はどうなります
か？
　福岡市に納入することになります。個人の町・県民税は、毎年1月1日(賦課期日といいます)に住
んでいる市町村が課税しますので、粕屋町役場税務課への手続きは必要ありません。粕屋町役場総
合窓口課へ転入届を提出してください。
　
★収入は遺族年金だけで、所得税はかからないので確定申告は必要ないと税務署から言われました。
　町・県民税の申告は必要ですか？
　遺族年金、障害年金、雇用保険などは非課税所得のため、所得税の確定申告は必要ありませんが、
町・県民税の申告をすることにより、所得課税証明書の発行が可能になります。また、国民健康保
険税などの税・料金の算定資料にもなります。今からでも申告できますので、できるだけ申告して
ください。
　
★今年3月に確定申告を済ませ、所得税を納付しました。「所得課税証明書」は、いつから発行できます
か？
　給与から町・県民税を納入する「特別徴収」の場合は、5月中旬から発行できます。口座振替や6月
上旬に発送される納付書で、年4回に分けて納入する「普通徴収」の場合は、6月上旬から発行できます。
いずれも、粕屋町役場税務課又は総合窓口課で発行します。
　
●問合せ　粕屋町税務課 住民税係　☎938-0237

　
地
方
税
法
第
４
１
６
条
の
規
定
に

よ
り
、
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
の
縦

覧
帳
簿
を
左
記
の
と
お
り
、
土
地
及

土
地
及
び
家
屋
価
格
等

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
３
８
２
条
の
２
の
規

定
に
よ
り
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

左
記
の
と
お
り
、
関
係
者
の
閲
覧
に

供
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所
　
粕
屋
町
役
場
税
務
課

●
閲
覧
開
始
　
平
成
24
年
４
月
１
日

　
か
ら

●
閲
覧
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

　
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
閲
覧
手
数
料
　
平
成
24
年
５
月
31

日
ま
で
は
無
料
、
同
年
６
月
１
日

以
降
は
１
件
２
０
０
円
で
す
。

※
関
係
者
と
は
、
本
人
、
納
税
管
理

人
、
相
続
人
（
本
人
死
亡
の
場
合
）、

借
地
人
及
び
借
家
人
な
ど
を
い
う
。

　
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
に
加
え
、
借
地
・
借
家
人

は
契
約
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代

理
の
方
が
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
に

つ
い
て
も
、
代
理
の
本
人
確
認
が
で
き

る
書
面
が
必
要
で
す
。

び
家
屋
の
納
税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

●
縦
覧
場
所
　
粕
屋
町
役
場
税
務
課

●
縦
覧
期
間
　
平
成
24
年
４
月
１
日

　
か
ら
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で

●
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で（
土
曜
日
、
日
曜
日
、

　
祝
日
は
除
く
）

〜
福
岡
県
警
は
新
た
な
力
を
募
集
し

て
い
ま
す
！ 

〜

●
試
験
日（
第
１
次
）  

５
月
13
日（
日
）

●
受
付
期
間
　
４
月
２
日（
月
）〜
４

月
23
日
（
月
）

●
採
用
予
定

▽
警
察
官
Ａ（
男
性
、
女
性
、
武
道
指

導
）

▽
警
察
官
Ｃ（
経
済
、
語
学（
北
京
語
）、

情
報
工
学
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
警
察
署
総
務
課

　
☎（
９
３
９
）
０
１
１
０

福
岡
県
警
察
官
募
集
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４月に いきいき生活チェック表を送付しますいきいき生活チェック表を送付します

いきいき生活チェック表(基本チェックリスト）とは・・・

いつまでも自分らしく自立した生活を送ることに悪影響を与える足腰の衰え・むせ・食欲の低下

意欲の低下などの症状を早期発見し、介護予防教室に優先的に参加のご案内をするものです。

　　○65歳以上で要介護認定を受けていない方に郵送いたします。

　○25項目の質問に「はい」「いいえ」でお答えいただき、ご返送ください。

　○結果は郵送や電話にて通知を行い、介護予防教室をぜひ利用していただきたい方へ教室の

　　ご案内を差し上げます。 

平成23年度　介護予防教室参加状況

歩き方が変わったと
言われるようになりました。

マッサージを続けたら
口の渇きが随分よく
なりました。

お口の体操を続けてます。
顔が引き締まった感じがします。
最近、口がすっきりします。

「かすや貯筋体操ひろば」

「かすやお口から元気教室」

いきいき生活チェック表に
記入して返送してください！

（４月末まで）

いきいき生活チェック表に
記入して返送してください！

（４月末まで）

●問合せ　粕屋町地域包括支援センター（粕屋町介護福祉課内）　☎９３８－０２２９

そのほかに「脳トレーニング教室」も行っています。

チェックリスト 介護予防教室

配布数

5,056

回収数

3,348

該当者数

732

参加人数

113

４
月
２
日
か
ら

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
す

　
粕
屋
町
で
は
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

一
部
補
助（
福
祉
タ
ク
シ
ー
）を
今
年

度
も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

▽
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で①
視
覚
障
害
の
一
級
と
二
級
の
方

②
下
肢
不
自
由
又
は
体
幹
機
能
障

害
の
一
級
と
二
級
の
方

③
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障

害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
、
ぼ
う

こ
う
機
能
障
害
、
直
腸
又
は
小

腸
機
能
障
害
の
一
級
の
方

④
肝
臓
機
能
障
害
の
一
級
と
二
級

の
方

▽
在
宅
の
療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち

の
方

▽
在
宅
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方

▽
在
宅
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方

※

施
設
に
入
所
又
は
病
院
に
入
院
中

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

複
数
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
名
、
障
害
等
級

で
対
象
者
を
判
断
す
る
た
め
、
合

計
の
障
害
等
級
が
該
当
し
て
い
て

も
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）
上
肢
三
級
、
下
肢
三
級
で
合
わ

せ
て
二
級
の
方
は
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

●
補
助
額

　
一
回
の
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー

の
小
型
初
乗
料
金
の
額

※

人
工
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
２
倍
の
補
助
と

な
り
ま
す
。

●
申
請
書
の
受
付

　
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
、
粕
屋
町

役
場
介
護
福
祉
課
に
て
受
付

※

ご
家
族
以
外
の
代
理
の
方
の
申
請

は
、
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か

▽
印
鑑

※

昨
年
度
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
は
、
残
っ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
も

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
　
障
害
者
福

祉
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９
　

内
線
５
５
８ 

・
５
５
９
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危
険
物
取
扱
者
の
資
格
は
、
一
定

数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は

取
扱
う
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う

と
き
に
必
要
で
す
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）　
午
前
10

時
（
開
始
）

●
会
場
　
福
岡
大
学
（
予
定
）

●
試
験
種
目
　
全
種
類

●
受
付
期
間

　【
書
面
申
請
期
間
】
４
月
16
日（
月
）

　
〜
４
月
27
日
（
金
）

　【
電
子
申
請
期
間
】
４
月
13
日（
金
）

　
〜
４
月
24
日
（
火
）

●
受
験
料

　
　
甲
種
５
、
０
０
０
円

　
　
乙
種
３
、
４
０
０
円

　
　
丙
種
２
、
７
０
０
円

●
願
書
　
４
月
４
日（
水
）（
予
定
）よ

り
消
防
本
部
・
南
部
消
防
署
・
中

部
消
防
署
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

『
平
成
24
年
度 

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
』

及
び『
試
験
準
備
講
習
会
』の
お
知
ら
せ

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
受
験
願
書
の
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
８
２
）
２
４
２
１

　◎
試
験
準
備
講
習
会

●
日
時
　
６
月
２
日
（
土
）　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●
会
場
　
消
防
本
部
　
４
階
研
修
室

　（
糟
屋
郡
志
免
町
大
字
田
富
１
７

　
０
）　

●
講
習
科
目
　
乙
種
第
四
類

●
受
講
料
　
一
般…

５
、
４
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　
防
災
協
会
会
員…

４
、
９
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

●
受
付
　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係
　
４
月
４
日
（
水
）（
予
定
）
〜

６
月
１
日
（
金
）
の
平
日
の
み
（
午

後
５
時
ま
で
）

た
だ
し
、
60
名
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予

　
防
課
　
☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

住宅用火災警報器を設置しましたか!!
　　　～家庭内での火災を警報ブザーや音声などで知らせます～

救急車 本当に必要ですか？ 
　　　　　　　　～救急車の適正利用にご協力お願いします。～

●
日
時
　
５
月
24
日
（
木
）・
25
日

（
金
）
の
２
日
間

　
１
日
目
　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

　
　
　
　
５
時

　
２
日
目
　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

　
　
　
　
１
時

　（
両
日
と
も
午
前
８
時
20
分
受
付
）

●
会
場
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部
　
４
階
研
修
室
（
糟
屋
郡
志

免
町
大
字
田
富
１
７
０
）

●
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円 

（
テ
キ

　
ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
期
間
　
４
月
23
日（
月
）〜
５

月
18
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

※

会
場
の
都
合
に
よ
り
60
名
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
で
き
る

者
　
以
下
の
方
は
「
防
火
管
理
の

意
義
及
び
制
度
（
２
時
間
）」
が
免

平
成
24
年
度 

第
１
回

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

除
に
な
り
ま
す
。

①
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
の

課
程
を
修
了
し
、
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者

②
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
課
程
を

修
了
し
て
い
る
者

（※

免
除
の
方
は
、
初
日
の
講
習

時
間
が
午
前
11
時
か
ら
と
な
り
ま

す
。）

●
申
込
方
法
　
次
の
も
の
を
予
防
課

指
導
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
申
込
用
紙
（
予
防
課
指
導

係
・
南
部
消
防
署
・
中
部
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
押
印
が
必
要
で
す
。）

②
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円

③
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
、
横
２
・

５
㎝
。
写
真
は
６
か
月
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
正
面
、
無
帽
、
無

背
景
の
上
半
身
像
で
、
裏
面
に

氏
名
を
記
入
）

④
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
提
示
）

⑤
修
了
証
な
ど
の
写
し
（
講
習
科

目
の
一
部
を
免
除
さ
れ
る
方
の

み
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課
指
導
係
　
☎（
９

３
５
）
６
３
８
９
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

挨拶をされる因 清範 粕屋町長

講演中の粗忽家 勘朝 会長

　２月９日（木）に「第９回糟屋地区安全安心まちづくり推進協議
会総会」が、サンレイクかすやにおいて開催されました。
　協議会には、船石正彦粕屋警察署長や１市７町の首長のほか、
防犯活動に取り組む地域のボランティア団体、協力企業の方々
など約２００人が参加されました。
　協議会では、安全安心まちづくりに向けた各自治体及び粕屋
警察署の取り組みや質疑応答、意見交換などや内浜落語会　粗
忽家　勘朝会長の「笑顔で語ろう　安全安心まちづくり」という
演題での講演がありました。
　安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、「地
域の人たちが笑顔でお互いに語り合い、地域の安全は、自分た
ちで守るという意識で防犯の輪を広げること」がとても大事なことです。
　私たち一人ひとりが事件や事故に遭わないように注意をするのはもちろんのこと、警察をはじめ
地域住民やボランティア団体の方々と共に、安全で安心して過ごせる地域になるように取り組んで
いきましょう。

平成23年中の刑法犯認知件数（粕屋町）

（統計資料・福岡県警察提供）

重
点
罪
種

合

　
　
　計

性

　犯

　罪

車
上
ね
ら
い

自
販
機
ね
ら
い

部
品
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
動
車
盗

忍
び
込
み

居
空
き

空
き
巣

強

　盗
年
対
比

窃　　　　　　　　　　　　盗

23年

22年

前年比

1

2

ー1

48

50

ー2

6

5

＋1

6

3

＋3

4

7

ー3

130

97

＋33

229

270

ー41

2

1

＋1

42

45

ー3

42

39

＋3

87

74

＋13

10

19

ー9

607

612

ー5

12

　
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
は
、
一
定

数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は

取
扱
う
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う

と
き
に
必
要
で
す
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）　
午
前
10

時
（
開
始
）

●
会
場
　
福
岡
大
学
（
予
定
）

●
試
験
種
目
　
全
種
類

●
受
付
期
間

　【
書
面
申
請
期
間
】
４
月
16
日（
月
）

　
〜
４
月
27
日
（
金
）

　【
電
子
申
請
期
間
】
４
月
13
日（
金
）

　
〜
４
月
24
日
（
火
）

●
受
験
料

　
　
甲
種
５
、
０
０
０
円

　
　
乙
種
３
、
４
０
０
円

　
　
丙
種
２
、
７
０
０
円

●
願
書
　
４
月
４
日（
水
）（
予
定
）よ

り
消
防
本
部
・
南
部
消
防
署
・
中

部
消
防
署
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

『
平
成
24
年
度 

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
』

及
び『
試
験
準
備
講
習
会
』の
お
知
ら
せ

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
受
験
願
書
の
提
出
先
・
問
合
せ
先

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
８
２
）
２
４
２
１

　◎
試
験
準
備
講
習
会

●
日
時
　
６
月
２
日
（
土
）　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●
会
場
　
消
防
本
部
　
４
階
研
修
室

　（
糟
屋
郡
志
免
町
大
字
田
富
１
７

　
０
）　

●
講
習
科
目
　
乙
種
第
四
類

●
受
講
料
　
一
般…

５
、
４
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　
防
災
協
会
会
員…

４
、
９
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

●
受
付
　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係
　
４
月
４
日
（
水
）（
予
定
）
〜

６
月
１
日
（
金
）
の
平
日
の
み
（
午

後
５
時
ま
で
）

た
だ
し
、
60
名
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予

　
防
課
　
☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

住宅用火災警報器を設置しましたか!!
　　　～家庭内での火災を警報ブザーや音声などで知らせます～

救急車 本当に必要ですか？ 
　　　　　　　　～救急車の適正利用にご協力お願いします。～

●
日
時
　
５
月
24
日
（
木
）・
25
日

（
金
）
の
２
日
間

　
１
日
目
　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

　
　
　
　
５
時

　
２
日
目
　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

　
　
　
　
１
時

　（
両
日
と
も
午
前
８
時
20
分
受
付
）

●
会
場
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部
　
４
階
研
修
室
（
糟
屋
郡
志

免
町
大
字
田
富
１
７
０
）

●
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円 

（
テ
キ

　
ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
期
間
　
４
月
23
日（
月
）〜
５

月
18
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

※

会
場
の
都
合
に
よ
り
60
名
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
で
き
る

者
　
以
下
の
方
は
「
防
火
管
理
の

意
義
及
び
制
度
（
２
時
間
）」
が
免

平
成
24
年
度 

第
１
回

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

除
に
な
り
ま
す
。

①
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
の

課
程
を
修
了
し
、
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
者

②
自
衛
消
防
業
務
講
習
の
課
程
を

修
了
し
て
い
る
者

（※

免
除
の
方
は
、
初
日
の
講
習

時
間
が
午
前
11
時
か
ら
と
な
り
ま

す
。）

●
申
込
方
法
　
次
の
も
の
を
予
防
課

指
導
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
申
込
用
紙
（
予
防
課
指
導

係
・
南
部
消
防
署
・
中
部
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
押
印
が
必
要
で
す
。）

②
受
講
料
　
５
、
０
０
０
円

③
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
、
横
２
・

５
㎝
。
写
真
は
６
か
月
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
正
面
、
無
帽
、
無

背
景
の
上
半
身
像
で
、
裏
面
に

氏
名
を
記
入
）

④
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
提
示
）

⑤
修
了
証
な
ど
の
写
し
（
講
習
科

目
の
一
部
を
免
除
さ
れ
る
方
の

み
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課
指
導
係
　
☎（
９

３
５
）
６
３
８
９
　



14このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

かすやドームで企画
されたコーナーです。

体育館 プール

　
＊月曜日は休館日となっています（祝日の場合は開館）。
＊祝日は教室は休講となります。（スタジオレッスンは除く）
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

10：00～21：30
10：00～20：30

トレーニング室

・25ｍ×7レーン（屋内温水プール）
・水温30℃　室温31℃

プールアリーナ

エクササイズスタジオ(軽体操室)

バスケットボール、バレーボール、バド
ミントン、フットサル、卓球などのスポ
ーツ利用ができます。こども向け、大人
向けのスポーツ教室も開催しています。

3歳からの運動教室が5月より始まります
　対象：平成24年度に4歳になる3歳児が対象
　　　　　　　　（平成21年4月1日以前に生まれた方）
　5月から月単位で1クールとした3歳～4歳児向けの運動
教室が始まります。
●水泳教室「水となかよし」　場所：プール
   4月24日（火）13：00～第1クールプールにて受付開始
　　第1クール（5月教室）　
　　　5月8日（火）から毎週火曜日　16：00～16：50
　　　全4回　3,000円　定員10名
　　・お友達やコーチと一緒に水の中で楽しく遊ぼう。
●体操教室「のびのび体操」　場所：体育館
   4月26日（木）13：00～第1クール体育館にて受付開始
　　第1クール（5月教室）
　　　5月10日（木）から毎週木曜日　16：00～16：50
　　　全4回　3,000円　定員10名
　　・マットやとび箱などでのびのび体を動かして、
　　　運動を好きになろう。
【お申込み】
　受講料金をお持ちの上、受付にてお申込みください。
　定員になり次第、締切る場合があります。

「こどもスポーツ」ステージ制
　1年生から6年生までレベルに応じてしっかりとステッ
プアップできるスポーツ教室です。月会費で各曜日、種目
でそれぞれ20～40名の定員があります。
●火曜日のみ　女子スポ（女子限定）
●火・木曜日    フットサル
●水・金曜日    ハンドボール（ステージ1は水曜のみ）

★ステージ毎の開催時間と対象の目安
　ステージ１　17：00～18：00　小学校低学年向け
　ステージ２　17：30～19：00　小学校中学年向け
　ステージ３　18：00～20：00　小学校高学年向け
　・女子スポ（女子全学年）はステージ１の時間のみ開催。
　・料金はステージ毎、週1～4回などで異なります。
★ハンドボール週1回＋フットサル週2回といった参加も
　可能。より多くのスポーツ体験ができます。

★予約利用、当日利用ができます。

とにかく汗をかきたい方、体力にはあまり
自信がない方などニーズに合わせたレッス
ンを毎日開催。
トレーニング室利用料＋200円～400円で
1回単位で参加できます。
65歳以上の方にお勧めのレッスンもありま
す。

★ヨガやピラティスなど、楽しいレッスン
　でしっかり体を動かしましょう。

・歩行専用コースや自由遊泳コース
・ジェットプール（36℃）
・採暖室（60～70℃）
・幼児用プールもあります
　（2歳以上でおむつがとれている方から利用可）

★温水プールで一年中利用できます。

　体育館受付にて利用料金をお支払の上ご予約ください。
　利用時間は 2時間から。予約は利用前日まで。
　※電話・インターネットでのご予約はできません。
　※必ずご利用前に電話にて施設の空き状況をご確認ください。

・『予約方法』  

ランニングマシン、エアロバイクなどの有
酸素マシンや、体の各部位を重点的に鍛え
るものまで、マシンが充実しています。

★豊富なトレーニングマシンがあります。  

「水中ウォーキング」などのエクササイズレッスンや「水泳入門」
などの泳ぎを修得するレッスンなど 1回単位で参加できます。

★プールならではのレッスンも開催中。

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

初めてトレーニング室を利用する方は初回
講習会の受講が必要です。

・講習会受講には、室内用シューズとトレーニングウェアが必要です。
・マシンの使い方やストレッチ方法などもご指導いたします。

・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

★施設利用料(2時間）

体育館（アリーナ）

★そのほかにも、さまざまなレッスンがあります。詳しくは、
　館内チラシ・ホームページお電話などでご確認ください。

●4月から新しい習慣を始めませんか
　　年々健康の為に運動習慣を始める方が増えています。
　　かすやドームは、運動を始める方をサポートいたします。
●お得な定期券もあります（プール・トレーニング室）
　　定期券で時間を気にせずご利用できます。
　　町内の方はさらにお得です。
●詳細は、ホームページで確認できます
　　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

かすやドームは誰でも楽しく
運動できるスポーツ施設です

高校生以上の方から利用できます

★講習会開催時間（毎日4回実施）

小学生のためのスポーツプログラム

   10：00～22：00
9：00～21：00

火～金曜日
土・日・祝日

営
業
時
間
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館内整理日

休 館
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４ が つ は、休館日です。
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No.141

「天と地と」

子ども読書の日講演会「川端誠絵本ライブ・講演会」

　時代は戦国、下剋上の世。上杉謙信と
武田信玄による有名な“川中島の戦い”を
謙信の視点から描いた時代劇。

今月のおはなし会

1990年　日本映画　119分

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図書館で企画された
コーナーです。

●日時　4月14日（土）14：00～16：00
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室
●監督　角川春樹
●出演　榎本孝明、津川雅彦ほか
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

あかちゃん向け
　6日、20日（金）　11：00～ ・11：30～
ちいさい子向け
　13日、27日（金）　11：00～ ・11：30～
おおきい子向け
　7日、14日、21日、28日（土）　11：00～
小学生向け
　1日、15日（第1・3日）　15：00～
●場所　図書館おはなしの部屋

入場無料

　　4月23日は、子ども読書の日です。図書館では、4月22日に子ども読書の日講演会として、
「じゅげむ」などの落語絵本シリーズや「お化け絵本」シリーズなどで大人気の絵本作家川端誠さん
の絵本ライブと講演会を開催します。講演会後に絵本の販売とサイン会もあります。お楽しみに。
　ぜひこの機会に図書館にお越しください。たくさんの方のご参加をお待ちしています。 

●絵本ライブ
　作者が自作絵本をおもしろおかしく開き読み。作
者ならではの種あかしも…　子どもも大人も大集合。
●日時　4月22日（日） 11：00～12：00
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室
※申込みは不要です。当日は、お早めに会場へお越
　しください。

●講演会「絵本とともに旅をして」
　スライドで絵本の制作過程を大公開
●日時　4月22日（日） 14：00～16：00
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室
●定員　100名
※4月7日（土）から先着順に申込み受付
　を開始します。
　託児有（10か月児から）電話・来館に
　てお申込みください。

春の子どもシネマ
4月29日（日）（祝）　場所：粕屋フォーラム2階視聴覚室
○11：00～　ちいさい子向け　
「ころわんとちょろわん」ほか　約30分
○14：00～　小学生向け　
「おまえうまそうだな」　約90分
※年齢にかかわらず、どちらの作品にも参加できます。
　　　上映作品は変更になることがあります。

修理ボランティアの活動が始まりました
　1月・2月に修理ボランティア養成講座を受講された
方々が、毎週水曜日午後に図書館クラフトルームにて、図
書館資料の修理をされています。平成12年4月に開館し
て12年が経ち、図書館の資料には修理の必要なものが増
えています。修理ボランティアの方たちは、丁寧に一冊一
冊資料の状態に合わせた修理をされています。
　修理ボランティアの活動に感謝しつつ、図書館資料をで
きる限り永く、より多くの方が利用できるように大切に取
扱うようにしましょう。

毎月23日は、粕屋町読書の
日です。
この機会にテレビを消して
読書に親しむ習慣づくりを
しましょう。



項目 22年度 前年度
比較増減

貯金

給料

パート収入

両親の年金

家のリフォームの公的補助

銀行からの借入

　　　収入

食費

衣料

家賃・光熱水費

長男への仕送り

親戚への援助

両親の医療費

家のリフォーム

ローン返済

　　　支出

　　貯金残額

33 万円

314 万円

19 万円

199 万円

2 万円

53 万円

620 万円

100 万円

25 万円

78 万円

32 万円

125 万円

83 万円

59 万円

88 万円

590 万円

30 万円

＋8 万円

0 万円

 △1 万円

＋15 万円

△3 万円

＋22 万円

＋41 万円

△1 万円

△4 万円

△1 万円

△31 万円

＋7 万円

＋32 万円

＋35 万円

＋7 万円

＋44 万円

△3 万円

かすや家の家計簿（1年間）

平成２２年度決算　公会計（基準モデル）による「財務４表」を公表します
　粕屋町では平成２１年度決算より、公会計による財務諸表を公開しております。町の経営資
源を把握して、その有効活用方法や改善策を検討し行政改革を推進することが公会計導入の
目的です。これまでの官庁会計に企業会計の考え方を取り入れて、以下の４表を「基準モデル」
で整備しています。

　財務書類の個々の数字を見ても、それが何を意味しているのか分かりづらいものがあります。
住民ニーズ（住民が知りたいこと、知っておいた方が良いこと）を踏まえた視点で財務状況を
分析し、理解しやすい形にしてお伝えします。

貸借対照表とは一時点において保有する資産、負債、純資産を記載したものです。

一般会計 全体の会計 一般会計 全体の会計
478億8千万円

440億1千万円

27億9千万円

10億8千万円

5億9千万円

478億8千万円

資産

町（住民）が保有している財産。
現世代・次世代が提供を受ける
行政サービスの価値の総額です。

（内訳）
公共資産（インフラ資産）
　学校、道路、橋、公園など

投資など
　基金、積立金、出資金など

流動資産
　現金預金や税などの未収金
　　　　　　（うち現金預金　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

その他
　繰延資産など

計

※一般会計と全体の会計の負債を比べると、約140億円の違いがありますが、
これは公共下水道（22年度末の普及率97.2%）などの生活基盤の整備を進めた結果とも言えます。

749億円  　　

693億6千万円

29億6千万円

25億7千万円

11億7千万円

8百万円

749億円  　　

131億8千万円

347億円  　　

478億円8千万円

負債

純資産

次世代が負担する
借入金（町債）など、
将来返済する必要の
ある債務です。

これまでの世代が
既に負担済みで、
次世代へ引き継ぐ
正味価値の総額です。

計

272億6千万円

476億4千万円

749億円  　　

※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があります。

町の純資産が平成２２年度中にどのように増減したかを示しています。

※お断り　編集の都合により、見開きのP16、P17に掲載いたしました。

一般会計 全体の会計
341億2千万円

5億8千万円
　

△93億円　　　
115億円　　　
△16億2千万円

347億円　　  

21年度末純資産額

21年度変動額
（内訳）
　純経常行政コスト
　町税、地方交付税、国・県補助金など
　その他

22年度末純資産額

349億8千万円

126億6千万円
　

△138億9千万円
169億8千万円
95億8千万円

476億4千万円

④純資産変動計算書 NWM

①貸借対照表（バランスシート） BS

行政サービスの利用による収益（使用料・手数料）と、それ
に要した費用（コスト）から行政コストを算出しています。

一般会計 全体の会計
96億8千万円

18億3千万円

28億4千万円

48億円　　  

2億2千万円

3億8千万円

93億円　　  

経常費用

1年間に提供された行政サービス
（資産形成に供された部分を除く）
に要したすべての費用です。

（内訳）
人にかかるコスト
　町職員給与、議員報酬など

物にかかるコスト
　光熱水費、物品購入費、減価償却費、
　施設・設備の修繕費など

移転支出的コスト
　社会保障給付としての扶助費、
　補助金など

その他のコスト
　町債の利子など

経常収益

行政サービスの利用で、町民が
負担する使用料・手数料など

純経常行政コスト

経常費用から経常収益を引いた
純粋な行政コスト

157億8千万円

20億8千万円

34億2千万円

96億6千万円

6億3千万円

18億9千万円

138億9千万円

③行政コスト計算書 PL

一定期間内の現金の増減と残高を示して、現金の流れを示します。

一般会計 全体の会計
6億5千万円

△6千万円
　

17億9千万円
△11億4千万円
△7億1千万円

5億9千万円

21年度末資金額

22年度収支
（内訳）
　経常的収支
　資本的収支
　財務的収支

22年度末資金額

18億5千万円

△6億9千万円
　

24億2千万円
△17億7千万円
△13億3千万円

11億7千万円

②キャッシュフロー計算書 CF

※22年度の行政運営にかかる資金収支は黒字となっています。

財務書類分析の視点

詳細は粕屋町ホームページ　トップページ＞行政ガイド＞情報公開＞財政状況＞決算に係る財務書類

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/zaisei/kessanzaimusyorui/index.html

住民ニーズ

（知りたいこと、知っておいた方が良いこと）
状況を客観的に判断するための数値項目

粕屋町（一般会計）

22年度 前年度比較
増減

1．将来世代に残る資産はどれくらいあるか?

住民一人当たりの資産

歳入額対資産比率

資産老朽化比率

純資産比率

社会資本等形成の世代間負担比率

住民一人当たりの負債

基礎的財政収支（プライマリーバランス）

地方債償還年数（返済能力）

112.4万円

3.9

42.2%

72.5%

78.8％

30.9万円

6.5億円

5.3年

△4.8万円

△0.4

△6.4%

＋0.5％

△1.9％

△1.9万円

△5.1億円

△1.2年

2．将来世代と現世代との負担分担は適切か?

3．財政に持続可能性があるか?

　（どれくらい借金があるか?）

キャッシュフロー計算書（ＣＦ）を　　　 家計簿に置き換えてみると…

一般会計
21年度末資金額

　　　　租税収入

　　　　経常業務費用収入

　　　　移転収入

　　収入

　　　　　　人件費支出

　　　　　　物件費支出

　　　　　　経費支出など

　　　　経常業務費用支出

　　　　　　他会計への移転支出など

　　　　　　補助金等移転支出

　　　　　　社会保障関係費等移転支出

　　　　移転支出

　　支出

経常的収支

　　資本的収入

　　資本的支出

資本的収支

　　財務的収入

　　財務的支出

財務的収支

6 億 5,311 万円

62 億 7,743 万円

3 億 7,944 万円

39 億 8,853 万円

106 億 4,540 万円

20 億      79 万円

4 億 9,167 万円

15 億 6,431 万円

40 億 5,677 万円

6 億 3,829 万円

25 億    780 万円

16 億 5,772 万円

48 億    381 万円

88 億 6,058 万円

17 億 8,483 万円

3,315 万円

11 億 7,273 万円

△11 億 3,958 万円

10 億 5,014 万円

17 億 5,905 万円

△7 億    890 万円

△ 6,365 万円

5 億 8,946 万円

21年度の現金の残り

税金

使用料や手数料

国や県からの補助金など

議員報酬、職員給与、退職金など

光熱水費、通信運搬費、物品購入費など

業務委託費など

特別会計への繰出金

補助金など

子ども手当や障がい者支援費など

公共資産形成の国や県からの補助金など

公共資産形成のための支出

国や金融機関からの借入など

元金償還や支払利息など

22年度の収入と支出の差

22年度の現金の残り22年度末資金額

22 

年 

度 

収 

支

資金収支計算書の「約2000分の１」に置き換えて、
年収約550万の家計簿に置き換えて表現してみると…
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項目 22年度 前年度
比較増減

貯金

給料

パート収入

両親の年金

家のリフォームの公的補助

銀行からの借入

　　　収入

食費

衣料

家賃・光熱水費

長男への仕送り

親戚への援助

両親の医療費

家のリフォーム

ローン返済

　　　支出

　　貯金残額

33 万円

314 万円

19 万円

199 万円

2 万円

53 万円

620 万円

100 万円

25 万円

78 万円

32 万円

125 万円

83 万円

59 万円

88 万円

590 万円

30 万円

＋8 万円

0 万円

 △1 万円

＋15 万円

△3 万円

＋22 万円

＋41 万円

△1 万円

△4 万円

△1 万円

△31 万円

＋7 万円

＋32 万円

＋35 万円

＋7 万円

＋44 万円

△3 万円

かすや家の家計簿（1年間）

平成２２年度決算　公会計（基準モデル）による「財務４表」を公表します
　粕屋町では平成２１年度決算より、公会計による財務諸表を公開しております。町の経営資
源を把握して、その有効活用方法や改善策を検討し行政改革を推進することが公会計導入の
目的です。これまでの官庁会計に企業会計の考え方を取り入れて、以下の４表を「基準モデル」
で整備しています。

　財務書類の個々の数字を見ても、それが何を意味しているのか分かりづらいものがあります。
住民ニーズ（住民が知りたいこと、知っておいた方が良いこと）を踏まえた視点で財務状況を
分析し、理解しやすい形にしてお伝えします。

貸借対照表とは一時点において保有する資産、負債、純資産を記載したものです。

一般会計 全体の会計 一般会計 全体の会計
478億8千万円

440億1千万円

27億9千万円

10億8千万円

5億9千万円

478億8千万円

資産

町（住民）が保有している財産。
現世代・次世代が提供を受ける
行政サービスの価値の総額です。

（内訳）
公共資産（インフラ資産）
　学校、道路、橋、公園など

投資など
　基金、積立金、出資金など

流動資産
　現金預金や税などの未収金
　　　　　　（うち現金預金　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

その他
　繰延資産など

計

※一般会計と全体の会計の負債を比べると、約140億円の違いがありますが、
これは公共下水道（22年度末の普及率97.2%）などの生活基盤の整備を進めた結果とも言えます。

749億円  　　

693億6千万円

29億6千万円

25億7千万円

11億7千万円

8百万円

749億円  　　

131億8千万円

347億円  　　

478億円8千万円

負債

純資産

次世代が負担する
借入金（町債）など、
将来返済する必要の
ある債務です。

これまでの世代が
既に負担済みで、
次世代へ引き継ぐ
正味価値の総額です。

計

272億6千万円

476億4千万円

749億円  　　

※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があります。

町の純資産が平成２２年度中にどのように増減したかを示しています。

※お断り　編集の都合により、見開きのP16、P17に掲載いたしました。

一般会計 全体の会計
341億2千万円

5億8千万円
　

△93億円　　　
115億円　　　
△16億2千万円

347億円　　  

21年度末純資産額

21年度変動額
（内訳）
　純経常行政コスト
　町税、地方交付税、国・県補助金など
　その他

22年度末純資産額

349億8千万円

126億6千万円
　

△138億9千万円
169億8千万円
95億8千万円

476億4千万円

④純資産変動計算書 NWM

①貸借対照表（バランスシート） BS

行政サービスの利用による収益（使用料・手数料）と、それ
に要した費用（コスト）から行政コストを算出しています。

一般会計 全体の会計
96億8千万円

18億3千万円

28億4千万円

48億円　　  

2億2千万円

3億8千万円

93億円　　  

経常費用

1年間に提供された行政サービス
（資産形成に供された部分を除く）
に要したすべての費用です。

（内訳）
人にかかるコスト
　町職員給与、議員報酬など

物にかかるコスト
　光熱水費、物品購入費、減価償却費、
　施設・設備の修繕費など

移転支出的コスト
　社会保障給付としての扶助費、
　補助金など

その他のコスト
　町債の利子など

経常収益

行政サービスの利用で、町民が
負担する使用料・手数料など

純経常行政コスト

経常費用から経常収益を引いた
純粋な行政コスト

157億8千万円

20億8千万円

34億2千万円

96億6千万円

6億3千万円

18億9千万円

138億9千万円

③行政コスト計算書 PL

一定期間内の現金の増減と残高を示して、現金の流れを示します。

一般会計 全体の会計
6億5千万円

△6千万円
　

17億9千万円
△11億4千万円
△7億1千万円

5億9千万円

21年度末資金額

22年度収支
（内訳）
　経常的収支
　資本的収支
　財務的収支

22年度末資金額

18億5千万円

△6億9千万円
　

24億2千万円
△17億7千万円
△13億3千万円

11億7千万円

②キャッシュフロー計算書 CF

※22年度の行政運営にかかる資金収支は黒字となっています。

財務書類分析の視点

詳細は粕屋町ホームページ　トップページ＞行政ガイド＞情報公開＞財政状況＞決算に係る財務書類

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/zaisei/kessanzaimusyorui/index.html

住民ニーズ

（知りたいこと、知っておいた方が良いこと）
状況を客観的に判断するための数値項目

粕屋町（一般会計）

22年度 前年度比較
増減

1．将来世代に残る資産はどれくらいあるか?

住民一人当たりの資産

歳入額対資産比率

資産老朽化比率

純資産比率

社会資本等形成の世代間負担比率

住民一人当たりの負債

基礎的財政収支（プライマリーバランス）

地方債償還年数（返済能力）

112.4万円

3.9

42.2%

72.5%

78.8％

30.9万円

6.5億円

5.3年

△4.8万円

△0.4

△6.4%

＋0.5％

△1.9％

△1.9万円

△5.1億円

△1.2年

2．将来世代と現世代との負担分担は適切か?

3．財政に持続可能性があるか?

　（どれくらい借金があるか?）

キャッシュフロー計算書（ＣＦ）を　　　 家計簿に置き換えてみると…

一般会計
21年度末資金額

　　　　租税収入

　　　　経常業務費用収入

　　　　移転収入

　　収入

　　　　　　人件費支出

　　　　　　物件費支出

　　　　　　経費支出など

　　　　経常業務費用支出

　　　　　　他会計への移転支出など

　　　　　　補助金等移転支出

　　　　　　社会保障関係費等移転支出

　　　　移転支出

　　支出

経常的収支

　　資本的収入

　　資本的支出

資本的収支

　　財務的収入

　　財務的支出

財務的収支

6 億 5,311 万円

62 億 7,743 万円

3 億 7,944 万円

39 億 8,853 万円

106 億 4,540 万円

20 億      79 万円

4 億 9,167 万円

15 億 6,431 万円

40 億 5,677 万円

6 億 3,829 万円

25 億    780 万円

16 億 5,772 万円

48 億    381 万円

88 億 6,058 万円

17 億 8,483 万円

3,315 万円

11 億 7,273 万円

△11 億 3,958 万円

10 億 5,014 万円

17 億 5,905 万円

△7 億    890 万円

△ 6,365 万円

5 億 8,946 万円

21年度の現金の残り

税金

使用料や手数料

国や県からの補助金など

議員報酬、職員給与、退職金など

光熱水費、通信運搬費、物品購入費など

業務委託費など

特別会計への繰出金

補助金など

子ども手当や障がい者支援費など

公共資産形成の国や県からの補助金など

公共資産形成のための支出

国や金融機関からの借入など

元金償還や支払利息など

22年度の収入と支出の差

22年度の現金の残り22年度末資金額

22 

年 

度 

収 

支

資金収支計算書の「約2000分の１」に置き換えて、
年収約550万の家計簿に置き換えて表現してみると…
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２
月
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日
（
金
）
サ
ン
レ
イ
ク
か

す
や
に
お
い
て
、
役
員
人
事
と
規
約

部

　の

　紹

　介

花
三
会
C

菊
歌
会
Ｆ

（
ジ
ャ
ン
ボ
教
室
）

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.243

文
化
協
会
臨
時
総
会
開
催

粕
屋
町
囲
碁
会
ご
案
内

の
一
部
改
正
の
た
め
臨
時
総
会
が
開

催
し
ま
し
た
。

　
故
鈴
木
会
長
の
後
任
に
副
会
長
の

澤
田
、
事
務
局
長
に
、
事
務
局
次
長

の
中
野
を
選
出
。
ま
た
、
各
教
室
２

名
の
総
会
代
議
員
を
１
名
等
規
約
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
棋
道
部
、
粕
屋
町
囲
碁

会
は
、
次
の
要
領
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
者
又
は
、

　
町
内
勤
務
者
、
年
齢
不
問

●
開
催
日
時
　
毎
月
１
回

　
第
２
日
曜
日
（
変
更
の
月
あ
り
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
６
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や（
和
室
）

　
出
席
者
全
員
に
よ
り
試
合
形
式
に

て
囲
碁
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。（
会

員
に
は
、
７
級
〜
７
段
の
方
が
い
ま

す
。）
ま
た
郡
内
の
町
対
抗
戦
、
篠
栗

町
、
新
宮
町
と
の
親
善
大
会
を
開
催
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
講
師
　
伴
　
勝
宣

●
連
絡
先
　
野
田
昭
徳

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
８
１
２
３

　
花
三
会
会
員
は
講
師
の
古
典
を
基

本
に
厳
格
な
指
導
を
受
け
て
い
る
。

厳
し
い
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
楽
し

く
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
私
は
平
成

21
年
敬
老
会
懇
親
酒
席
で
、
唄
も
楽

し
い
が
舞
踊
を
し
て
み
た
ら
と
周
囲

に
奨
め
ら
れ
、
側
に
居
合
わ
せ
た
花

三
照
先
生
が
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
の

動
機
で
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。

　
平
成
21
年
12
月
、
80
歳
の
手
習
い

で
入
門
し
た
が
舞
踊
の
奥
の
深
さ
を

痛
感
す
る
と
同
時
に
、
礼
儀
作
法
、

人
と
の
関
わ
り
方
を
知
り
、
人
間
形

成
の
修
業
に
も
な
る
と
確
信
し
た
。

　
花
三
会
の
稽
古
は
月
４
回
で
本
人

の
都
合
の
良
い
時
間
に
指
導
を
受
け

て
い
る
。
折
角
の
ご
縁
で
始
め
た
か

ら
に
は
、
芸
の
上
達
と
舞
踊
り
の
巾

を
広
げ
た
い
と
懸
命
に
努
力
し
て
い

る
。
同
門
の
先
輩
に
叱
咤
激
励
を
受

け
た
り
、
舞
踊
が
上
手
く
な
っ
た
と

褒
め
ら
れ
る
と
『
継
続
は
力
な
り
』

と
己
に
言
い
聞
か
せ
今
日
も
稽
古
に

励
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
山
田
六
夫

●
講
師
　
泉
花
三
照

●
場
所
　
泉
花
三
照
宅

●
練
習
　
月
４
回

●
連
絡
先
　
☎（
９
３
８
）
１
６
４
０

　
ジ
ャ
ン
ボ
教
室
は
、
石
橋
先
生
の

ご
指
導
を
受
け
て
早
10
年
が
す
ぎ
去

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
生
徒

の
入
退
会
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、

個
性
の
あ
る
人
た
ち
で
先
生
に
は
、

そ
の
人
に
合
っ
た
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
年
１
回
の
発
表
会

に
は
、
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
て
舞
台
に

立
つ
の
で
す
が
、
今
だ
に
思
う
様
に

歌
え
ず
悔
し
い
思
い
も
し
ま
す
。
教

室
で
は
、
桜
の
花
見
会
、
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
で
親
睦
を
図
り
、
全
員

が
楽
し
く
愉
快
に
歌
の
練
習
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、
10
周

年
を
記
念
し
て
湯
布
院
旅
行
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
笑
い
声
の
す
る
和
や

か
な
教
室
で
す
。
お
気
軽
に
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
第
１
・
第
３
月
曜
日

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
長
者
原
下
公
民
館

●
講
師
　
石
橋
菊
美

●
連
絡
先
　
佐
藤
　
来

　
　
　
　
　
☎（
６
２
２
）
７
０
７
１
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・・・さくらホール ・・・多目的ホール

4月の催し物
開催日 会場催 事 名

5月の催し物
開催日 会場催 事 名

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00

4月2日(月)は休館日です。
ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

入場
無料

15
日
(日)

15
日
(日)

タートル和太鼓教室発表会

問合せ　タートル ☎0948-29-2560

1
日
(日)

春のコンサート２０１２（ピアノ発表会）

開場 9:30　開演 10:00
第4回 ひまわり会 歌謡祭

問合せ　ひまわり会 ☎090-9474-8660

21
日
(土)

　第20回 芸術祭

問合せ　粕屋町文化協会
　　　  ☎938-8044 澤田

スプリングコンサート 2012

開演　14:00
ピアノ発表会

主催　アモリーノ

開演 13：00

開場 14：30　開演 15：00

予約・問合せ　スウィングストリートジャズオーケストラ
　　☎090-4900-0537 松浦

ステージ発表 22日 10:00～
　　　　展示 21日 13:00～22:00
  22日   9:00～16:3022

日
(日)

29
日
(日)
(祝)

大人前売：￥1,500 (当日￥1,800)　
高校生以下：￥1,000　※膝抱き幼児は無料

佐藤理絵子 ハープ・コンサート
15：00～16:00

問合せ　☎985-7715 佐藤
「賛助出演」　福田綾子（メゾソプラノ）

曲目：ラプソディ、レジェンド、星に願いを、花の街他
7
日
(土)

開場 13:00　開演 13:30

30
日
(月)
(振休)

毎年恒例の春のコンサートです。
重厚なサウンドをお楽しみください。

13
日
(日)

ピアノコンサート

問合せ　クレッシェンドアミコ ☎938-6331

JACK ONE ダンスイベント

問合せ　☎080-1712-7241 岡本

5
日
(土)
(祝)

開演　13:00

開場 14:00　開演 14:30

鼓童交流公演

問合せ　粕屋太鼓・久我
　☎939-0001・☎090-1976-7923

12
日
(土)

開場 18:00　開演 18:30
チケット料金 全席

自由
大人：￥3,500
小人：￥2,500

音
楽
室

28
日
(土)

かすやミニカルチャー 一日体験講座

１コースにつき￥1,000

問合せ　粕屋ミニカルチャー講師会
　　　 ☎947-0122 山下

9:00～13:00
セルフジェルネイル
プリザーブドフラワー 
中国古典武術「花架拳」
長唄三味線　　お琴

申込締切 4月22日
※企画内容が変更になることもありますのでご了承ください。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

４月３０日(月)（振休）1１:00～　

＜出演＞須惠ミュージックサロン
キーボードアンサンブルコンサート

サンレイクかすやでは、月に一度、館内フロア
を利用したフロアコンサートを行ったり、
パソコン講座など各種講座も行っています。

さくらホールでは講演や発表会、そして、
世界の演奏家が愛してやまない
スタインウェイを演奏することもできます。

習い事を始めたい方や、催事をされたい方は、
お気軽にお問い合わせください。
ぜひ、一度お立ち寄りください。
職員一同お待ちしています。

Winter Concert
ピアノ演奏と絵本の読み聞かせのコンサート。
日曜の午後に、穏やかなひとときを過ごせるコンサー
トにしていただきました。
次回のフロアコンサートへも、たくさんのお越しを
お待ちしています。

サンレイクにお越しください
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～平成２４年度の北筑昇華苑（火葬場）の休業日のお知らせ～～平成２４年度の北筑昇華苑（火葬場）の休業日のお知らせ～
　・火葬炉など点検に伴う休業日

　　　５月２５日（金）・１０月２６日（金）

　・正月に伴う休業日

　　　平成２５年１月１日（火）

　※火葬炉など点検の休業日は毎年変わりますので、その都度、お知らせします。

　●問合せ　北筑昇華苑組合　☎９４２－１１３６

～４月から６月は、春の環境美化作業期間です～～４月から６月は、春の環境美化作業期間です～
　毎年、各行政区で作業日を決めていただき、お住まい周辺の草刈りや溝掃除などをしていただいております。

　ご近所の方々との交流にもつながりますので、積極的な参加をお願いいたします。

　なお、詳細は、区又は組合の回覧板などでご確認ください。

　（平成２３年度参加者数10,614人、前年度比69人（0.6％）減）

～リサイクルボックスの活用～～リサイクルボックスの活用～
　現在、各地域に25か所のリサイクルボックスを設置し、行政区・育成会・PTA・婦人会・老人クラブな

どの各種団体に新聞・雑誌・ダンボール・古着などの集団回収に取り組んでいただいております。各家庭

から持ち寄った資源を回収業者に渡し、古紙類の回収量に応じて町が奨励金を支出し、活動の支援を行っ

ております。また、役場敷地内に2か所のリサイクルボックス（置場）を設置し、住民の方ならいつでも持ち

込めますのでご利用ください。

　今後も、廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、

再利用（リサイクル）の「3R（スリーアール）」を推進し、資源

循環型社会を目指しましょう。

　
相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登

記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、

訴
訟
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
あ
る

方
々
の
権
利
を
守
る
成
年
後
見
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
４
月
21
日
（
土
）　
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

●
会
場
　
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
久
山
（
糟

屋
郡
久
山
町
大
字
久
原
２
６
０
３

ー
１
）

●
予
約
受
付
期
間
　
４
月
２
日
（
月
）

〜
４
月
20
日(

金
）　（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）　
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

●
予
約
電
話
番
号
　
☎（
６
６
３
）
５

０
５
５（
福
岡
県
司
法
書
士
会
福

岡
東
支
部
）　

　
な
お
、
毎
週
火
曜
日
午
後
６
時
〜

午
後
８
時
に
無
料
電
話
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
４
月
15
日
は
、「
遺
言
の
日
」
で
す
。

　
遺
言
の
作
成
や
相
続
に
際
し
て
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
遺
言
・
相
続
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
無

料
で
面
談
相
談
に
応
じ
ま
す
。

司
法
書
士
巡
回
法
律
相
談
会

「
遺
言
の
日
」無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

●
日
時
　
４
月
18
日
（
水
）　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分
（
お
一
人
30

分
）

●
会
場
　
福
岡
県
弁
護
士
会
天
神
弁

護
士
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区

渡
辺
通
５
ー
14
ー
12
南
天
神
ビ
ル

２
階
）

●
受
付
　
定
員
30
名
程
度
の
予
約
制

４
月
２
日（
月
）午
前
９
時
よ
り
受

付
　
☎（
７
４
１
）
３
２
０
８

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
22
日
（
日
）　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
福
岡
市
内（
相
談
者
の
安
全

面
を
考
慮
し
、
面
談
予
約
の
際
に

相
談
者
に
直
接
お
伝
え
し
ま
す
。）

●
内
容
　
多
重
債
務
、生
活
保
護
、セ

ク
ハ
ラ
、離
婚
、Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。（
た
だ
し
、司
法
書

士
の
業
務
に
関
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。）秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
電
話
番
号
　
☎（
７
２
４
）
９

５
０
５

●
面
談
予
約
電
話
番
号
　
☎（
４
０
７
）

０
８
１
３（
４
月
20
日（
金
）締
切
）

●
問
合
せ
　
福
岡
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
　
☎（
４
０
７
）
０
８
１
３

担
当
・
西
嶋
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

御
野
立
所
公
園
と
長
者
原
花
見
会

　
毎
年
春
、
桜
が
満
開
に
な
る
こ

ろ
長
者
原
上
区
の
御
野
立
所
公
園

が
、
日
ご
ろ
の
ひ
っ
そ
り
し
た
所

か
ら
、
な
ご
や
か
な
住
民
交
流
の

場
所
に
変
身
し
ま
す
。
同
公
園
に

は
大
小
の
桜
の
木
が
数
十
本
あ
り

ま
す
。
駕
与
丁
公
園
に
は
規
模
・

桜
の
木
の
数
で
は
及
び
ま
せ
ん
が
、

粕
屋
町
の
隠
れ
た
桜
の
名
所
で
す
。

　
長
者
原
花
見
会
で
は
、
長
者
原

上
・
中
・
下
３
区
の
住
民
が
各
組

合
ご
と
に
、
お
弁
当
や
酒
・
飲
料

な
ど
を
持
ち
寄
り
車
座
に
な
っ
て

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
で
交
流
が
薄
い
の
が
現
代
社
会

の
実
態
で
す
。
こ
れ
ら
を
取
り
返

す
べ
く
年
１
回
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
　
こ
の

花
見
会
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
の
か
は
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
長
者
原
区
が
３
区

に
分
区
さ
れ
る
以
前
か
ら
開
催
さ

れ
て
お
り
、
１
０
０
年
近
い
歴
史

を
刻
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。
明
治
44
年
生
ま
れ

の
人
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
が
中
心
だ
っ
た
こ
ろ
は

「
お
昼
ご
も
り
」
と
言
わ
れ
て
、

花
見
の
こ
ろ
（
３
月
下
旬
〜
４
月

上
旬
）
と
タ
ケ
ノ
コ
や
山
菜
が
出

回
る
こ
ろ
（
５
月
中
旬
）
と
２
回

開
催
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
テ

レ
ビ
や
居
酒
屋
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
娯
楽
が
な
か
っ
た
時
代
。

機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
厳

し
い
農
作
業
の
疲
れ
の
癒

し
と
向
こ
う
三
軒
両
隣
と

の
交
流
・
楽
し
み
会
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
流
れ
が
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
守

り
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
う
す
る

こ
と
が
祭
り
や
慣
習
・
伝

統
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
開
催
場
所
の
「
御
野
立

（
長
者
原
編
）

（
長
者
原
編
）

ち
ょ
う
じ
ゃ
ば
る

ち
ょ
う
じ
ゃ
ば
る

所
公
園
」。
大
正
５
年
11
月
14
日
、

大
日
本
帝
国
陸
軍
の
特
別
大
演
習

が
長
者
原
、
戸
原
、
江
辻
、
大
隈

な
ど
旧
大
川
村
一
帯
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
模
様
を
大
正
天
皇
が

丘
陵
地
だ
っ
た
現
公
園
か
ら
御
統

覧
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
地
を
「
御

野
立
所
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
証
拠
に
記
念
碑
が
見

晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
内
の
戦
没
者
の
霊
を
祀

る
忠
霊
塔
も
そ
の
記
念
碑
か
ら
20

ｍ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
昭
和

29
年
２
月
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　3月11日（日）開催の～東日本大震災復興支援チャリティー～駕与丁公園
ファミリーフェスタ絆は、無事盛会裏に終了することができました。イベ
ント出演者の方々をはじめ、ボランティアスタッフ、観客の皆さま、関係
者の皆さま、心より感謝申し上げます。皆さまの想いのこもったご協賛に
つきましては本当にありがとうございました。

ファミリーフェスタ絆プロジェクト一同　

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局

粕屋町協働のまちづくり課内　担当・岡村 ☎938-0173

粕屋町どんたく隊に参加しませんか？粕屋町どんたく隊に参加しませんか？
今年も引き続き「がんばろう～福岡・粕屋から元気を～」
を合い言葉に、被災地の一日も早い復興を願い、
みんなで心ひとつに、想いをひとつに踊りましょう！

当日の詳しいスケジュールについては、練習会時にお知らせいたします。

●練習日程、会場
　全日程参加できなくてもかまいません。
　4月4日（水）、11日（水）、18日（水）、25日（水）
　　　かすやドーム　サブアリーナ 
　　　19：20～ 21：20 
　29日（日）  
　　　かすやドーム　メインアリーナ 
　　　19：00～ 21：00 
●持ってくる物　室内用運動靴、参加費100円

どんたく参加日　５月３日・４日(予定)

元気な粕屋町をPRする約200人
のパレード隊です。 
今年もどんたく港まつりに向け、
練習会を開催します。
曲は昨年と同じ「一心一想」です。
初心者でもご安心を。丁寧に指導
いたします。
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４月の行事予定
4月  3日（火)　午前10時　4月定例理事会　福祉センター
4月25日（水）　午前10時　定期総会　福祉センター

２ 

月 

の 

行 

事

■
糟
屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
２
月
２
日
（
木
）　
午
前
10
時

　
駕
与
丁
公
園

　
早
朝
か
ら
雪
ま
じ
り
の
北
風
が

吹
く
今
年
冬
季
一
番
の
寒
い
日
で

し
た
が
、
１
１
０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
安
河
内
会
長
か
ら
駕
与
丁
池
の

由
来
等
に
つ
い
て
説
明
。
準
備
体

操
の
あ
と
駕
与
丁
池
一
周
の
ウ
ォ

粕屋町老人クラブ連合会で
企画されたコーナーです。

ー
キ
ン
グ
開
始
。
バ
ラ
公
園
で
小

休
憩
し
午
前
11
時
40
分
、
全
員
無

事
に
ド
ー
ム
の
交
流
広
場
に
帰
着
。

閉
会
式
の
あ
と
散
会
し
ま
し
た
。

■
２
月
定
例
理
事
会

　
２
月
７
日
（
火
）　
午
前
10
時

・
３
月
・
４
月
の
行
事
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ

・
高
齢
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
会
員
加
入
促
進
運
動
に
つ
い
て

・
24
年
度
損
保
傷
害
保
険
加
入
に

つ
い
て

・
24
年
度
「
に
こ
に
こ
運
動
教
室
」

に
つ
い
て…

町
介
護
福
祉
課
よ

り
説
明

・
そ
の
他
　
高
齢
者
の
な
ん
で
も

相
談
会
、
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
つ
い
て

■
粕
屋
町
飲
酒
運
転
根
絶
町
民
集

　
会

　
２
月
９
日
（
木
）　
午
後
７
時

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
４
役
参
加

■
第
３
回
高
齢
者
学
級

　
２
月
17
日
（
金
）　
午
前
10
時

　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
５
５
名
参
加

　
講
師
　
西
垣
彰
博
氏
（
町
歴
史

資
料
館
主
事
）　
演
題
「
粕
屋
町

の
歴
史
」
に
つ
い
て

・
粕
屋
町
に
は
前
方
後
円
墳
の
戸

原
王
塚
古
墳
と
鶴
見
塚
古
墳
が

あ
り
ま
す
。

・
遺
跡
は
駕
与
丁
池
、
敷
縄
池
、

新
大
間
池
、
博
多
女
子
高
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
等
に
存
在
し
て
い

る
。
内
橋
の
熊
野
神
社
境
内
に

は
、
遺
跡
が
埋
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
個
所
が
あ
り
、
毛
田
池

の
傍
に
は
昔
、
辻
寺
と
い
う
お

寺
が
存
在
し
、
現
在
遺
跡
の
発

掘
を
実
施
中
で
す
。

・
糟
屋
郡
の
糟
屋
の
字
は
、
日
本

書
紀
の
中
で
磐
井
の
乱
に
関
す

る
記
録
の
中
に
「
糟
屋
」
の
地
名

が
初
め
て
出
て
き
ま
す
。
２
番

目
に
古
い
の
は
京
都
の
妙
心
寺

の
釣
鐘
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
粕
屋
町
の
粕
の
字
は
昭
和
32

年
、
仲
原
村
と
大
川
村
が
合
併

す
る
と
き
合
併
協
議
会
で
由
緒

あ
る
「
糟
屋
」
の
郡
名
を
と
り

「
粕
屋
町
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
学
習
「
粕
屋
町
の
歴

史
」
で
粕
屋
町
に
つ
い
て
多
く

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

老人クラ
ブ

にこにこ

運動教室
～転倒予防のための
　　　　　　体力づくり～
～転倒予防のための
　　　　　　体力づくり～

加齢に伴う筋力低下を定期的な運動習慣で防ごう！
　寝たきり・介護予防のために運動は欠かせないものとなります。

特に足腰の筋力低下は、家庭において普通に歩いているだけで

も転倒・転落などの家庭内事故に繋がりやすいと言われています。

　一人ではなかなか続けられない運動でも、大勢でなら続けら

れるきっかけにもなります。かすやドームで行っている運動教室

では、仲間と楽しく、また運動を長く続けられるような教室を開

催しております。イスに座って下半身を鍛える筋力トレーニング

や、昨年では、景色の良い公園でウォーキングなどを実施しました。

　「転倒予防」「楽しく運動」をテーマに、運動の習慣化を目指して

おります。

年間スケジュール（年４回開催）
●開催期間
　1クール   4月3日（火）～  6月12日（火）
　2クール   7月3日（火）～  9月11日（火）
　3クール 10月2日（火）～12月  4日（火）
　4クール   1月8日（火）～  3月12日（火）
●日時　毎週火曜日　10:00～11:30
●場所　粕屋町総合体育館（かすやドーム）
●定員　25名
●参加資格　粕屋町老人クラブに加入して
　　　　　　ある方
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糸
島
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
ご
ら
」を
訪
問
し
て

し
き
し

は
げ
み
会
の
み
な
さ
ん
と

色
紙
に
ひ
な
人
形

し
き
し

No.135

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　「
あ
ご
ら
」と
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
語
で
都
市
広
場
又
は
み
ん
な
の

集
ま
る
場
所
の
意
味
で
す
。

　
２
月
10
日
、
私
た
ち
粕
屋
ボ
ラ

連
運
営
委
員
会
15
名
は
、
あ
ご
ら

内
で
介
護
予
防
・
ひ
き
こ
も
り
予

防
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体

「
は
つ
ら
つ
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
の

人
た
ち
と
の
交
流
に
出
向
き
ま
し

た
。
介
護
予
防
講
座
修
了
生
が
集

ま
っ
て
出
来
た
団
体
で
し
た
。
糸

島
市
は
10
万
人
余
り
の
都
市
で
す
。

そ
の
中
で
前
原
地
区
26
団
体
（
そ

の
中
の
一
つ
が
は
つ
ら
つ
マ
イ
ス

タ
ー
ズ
）
又
二
丈
地
区
９
団
体
・

志
摩
地
区
９
団
体
が
糸
島
市
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
加

盟
し
活
動
中
で
す
。
高
齢
者
支

援
・
障
が
い
者
支
援
・
地
域
文

庫
・
そ
の
他
の
４
つ
の
部
門
が
あ

る
そ
う
で
す
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン

も
市
内
94
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
驚
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、

糸
島
市
と
社
協
と
が
密
に
つ
な
が

っ
て
、
常
に
話
し
合
い
を
も
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
お
互

い
の
立
場
を
も
っ
て
協
力
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
粕
屋
町
も
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
出
来
る
こ
と
が
望
ま
し
く

思
い
ま
す
。
町
民
又
住
民
の
一
人

一
人
が
何
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
係
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
２

時
間
余
り
の
交
流
で
し
た
が
、
見

習
う
こ
と
も
多
く
今
後
に
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ア
の
響
　
久
我
純
治

　
２
月
10
日
、
ボ
ラ
連
会
員
と
運

営
委
員
15
名
で
糸
島
社
会
福
祉
協

議
会
「
あ
ご
ら
」
へ
行
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
は
つ
ら
つ
マ
イ
ス

タ
ー
ズ
」
の
方
々
と
交
流
を
持
ち

ま
し
た
。
糸
島
市
は
人
口
10
万
人

余
り
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
月

１
〜
２
回
開
所
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
中
で
４
年
前
に
発
足

さ
れ
、
会
員
数
20
名
で
各
サ
ロ
ン

の
要
望
に
応
じ
て
利
用
者
の
方
々

に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
は

糸
島
市
介
護
予
防
講
座
の
修
了
生

で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
講
習
会
や

研
修
会
な
ど
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

と
て
も
パ
ワ
フ
ル
な
会
員
の
方
々

の
熱
い
心
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
、
折
り
紙
を
使
っ
た
作
品
や
手

芸
作
品
な
ど
お
土
産
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
活
動
の
話
を
聞
き
、
私
た

ち
の
活
動
に
生
か
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

友
愛
訪
問
の
会
　
吉
田
静
子

　
和
紙
を
小
さ
く
切
る
。
男
び
な
、

女
び
な
の
髪
・
お
顔
・
着
物
・
衿
・

持
ち
物
の
し
ゃ
く
。
扇
・
冠
を
金

紙
で
折
っ
た
り
切
っ
た
り
と
前
も

っ
て
準
備
し
ま
し
た
け
ど
、
い
ざ

人
形
の
姿

に
と
作
り

始
め
る
と

難
し
い
。

切
り
込
み

を
入
れ
た

り
着
物
の

色
柄
に
合

わ
せ
て
衿

は
何
色
が
合
う
か
な…

色
合
わ
せ

も
難
し
い
思
い
思
い
の
着
物
を
羽

織
ら
せ
て
、
色
紙
の
上
の
ひ
な
壇

に
お
座
り
い
た
だ
く
と
、
皆
さ
ん

の
作
品
は
個
性
的
で
、
何
と
見
事

な
！
内
裏
様
桃
の
花
を
散
ら
せ
て

出
来
上
が
り
。
皆
さ
ん
ニ
ッ
コ
リ
。

七
色
の
会
　
楢
崎
登
茂
子

ボランティア
活動ができる
方・したい方

募
集

　「何かやんなきゃ…」「やり
たいのに…」ボランティア活
動の気持ちはあってもなかな
か行動できないものですよね。
「どこでやってるの？」「気軽
に参加できるかな」
　まずは、センターにお問い
合わせくださいね。
●問合せ
　かすやボランティアセンター
　　☎・FAX　938ー8835

　
広
報
か
す
や
３
月
号
に
誤
っ
て
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
訂

正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
18 

「
各
団
体
の
親
睦
会
と
交
流
会
」

の
文
末
　
手
話
の
会

　
誤
　
米
島
か
お
り

　
正
　
来
嶋
か
お
り

・ 

・

お
詫
び
と
訂
正
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女
子
研
修

研
修
旅
行

　
１
月
29
日
（
日
）、
女
子
団
員
だ
け

で
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
好
き
な
花
を
組

み
合
わ
せ
て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
ブ
ー
ケ
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
習
い
ま

し
た
。
女
子
団
員
だ
け
で
楽
し
く
会

話
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　日本列島が寒波に震え上がっていた2月4日（土）、
サンレイクかすやにて「新春　ほっこりリサイタル」
を行いました。因町長をはじめ、130人余りの参加
者と共にイタリアオペラ・アリア歌曲、日本歌曲、
懐かしい曲など、杉本愛子氏の美しい歌声に会場は
ほっこり。最後に「上を向いて歩こう」「ふるさと」を
全員で大合唱して閉会しました。

「新春　ほっこりリサイタル」

　2月16日（木）、収集箱に集
まった使用済み切手の整理作
業をしました。
　“誕生日ありがとう運動”と
は知的ハンディキャップの問
題の啓発運動で、①正しい知
識の普及　②意識を高める　
③手近なことの実
行　の三本柱です。

　婦人会は古切手・使用済プ
リペイドカード・書き損じは
がきなどを収集し整理して運
動本部に送っています。
　役場のロビー・福祉センタ
ー・かすやドーム・長者原郵
便局に収集箱を設置していま
す。ご協力ください。

「古切手を“誕生日ありがとう運動”に」

2月16日（木）
一人暮らし高齢者お弁当作り114食を作り
ました。（社会福祉協議会・赤い羽根共同募金事業）

2月15日（水）　あいさつ運動

4月の活動予定
4月15日（日）　あいさつ運動
4月19日（木）　一人暮らし高齢者お弁当作り

粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

　
２
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）
に

団
員
み
ん
な
で
熊
本
県
に
研
修
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
熊
本

城
な
ど
の
市
内
を
回
り
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
ブ
ー
ム
に
沸
く
熊
本
の
活
気
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
や
大
観

峰
に
行
き
、
最
後
に
い
ち
ご
狩
り
を

し
て
、
自
然
に
触
れ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
行
き
帰
り
の
車
内
や
宿
で

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
３
月
で

退
団
す
る
先
輩
方
と
は
最
後
の
旅
行

と
な
り
ま
し
た
が
、
23
年
度
の
締
め

く
く
り
の
行
事
と
し
て
素
敵
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

杉本先生の歌声は美しく、ほっこりしました

元気にいってらっしゃい

古切手整理風景
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

中
小
企
業
の
経
営
革
新

を
支
援
し
ま
す

平
成
24
年
度
粕
屋
管
内
広
域

連
携
講
習
会
　
特
別
企
画

新
入
社
員
基
礎
講
座（
仮
称
）

開
催
し
ま
す
。

工
業
・
建
設
業
部
会

地
域
貢
献
事
業（
住
宅

修
理
奉
仕
活
動
）
報
告

　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
４
月
18
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

●
事
前
予
約
　
粕
屋
町
商
工
会
ま

　
で

※

相
談
は
無
料
。
守
秘
義
務
を
遵

　
守
い
た
し
ま
す
。

　
粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建
設
業

部
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
住
宅
の
ち

ょ
っ
と
し
た
修
理
な
ど
を
手
間
賃

無
料
で
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
地

域
貢
献
事
業
（
住
宅
修
理
奉
仕
活

動
）
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ま
へ
の
ご
愛
顧
に
応
え
る
と
と

も
に
、
ご
高
齢
の
方
々
が
い
き
い

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.97

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
心
豊

か
な
住
み
よ
い
町
」
を
目
指
し
、

奉
仕
活
動
に
賛
同
す
る
協
力
会
員

18
社
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
お

申
し
込
み
19
件
の
内
、
奉
仕
作
業

と
し
て
23
か
所
、
奉
仕
作
業
の
要

件
に
合
わ
な
い
依
頼
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
内
の
信
頼
の
置
け
る
会

員
事
業
者
を
紹
介
し
ま
し
た
。
住

ま
い
の
事
で
お
困
り
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
町
内
事
業
者
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
商
工
会

　
商
工
会
で
は
、
新
た
な
事
業
活

動
で
の
経
営
向
上
と
経
営
革
新
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業
を
支

援
し
ま
す
。

●
経
営
革
新
の
目
的

①
自
社
の
現
状
や
課
題
を
見
極

め
た
い
。

②
自
社
の
業
績
を
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
。

③
自
社
の
経
営
向
上
を
図
り
た

い
。

●
新
た
な
事
業
計
画

　
①
新
商
品
の
開
発
や
生
産

　
②
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
提
供

③
商
品
の
新
た
な
生
産
方
式
や

販
売
方
式
の
導
入

④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
方

法
の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な

事
業
活
動

※

経
営
内
容
に
適
し
た
専
門
家
を

　
派
遣
し
支
援
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
商
工
会

　
糟
屋
郡
内
事
業
所
の
新
人
社
員
、

若
手
社
員
を
対
象
に
、
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
か
ら
電
話
対
応
、

名
刺
交
換
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
実
践
ま
で
３
日
間
延
べ
９
時
間

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
若
手

社
員
教
育
と
し
て
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
期
日
　
６
月
12
日
（
火
）・

13
日（
水
）・
14
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
●
会
場
　
粕
屋
町
商
工
会
　
二
階

大
会
議
室

●
受
講
料

　
各
商
工
会
会
員
事
業
所
お
一
人

　
５
，
０
０
０
円
（
３
日
分
）

　
そ
の
他
一
般
　
７
，
０
０
０
円

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
広
報
な
ど

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日
　
４
月
18
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で

●
場
所
　
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前
（
粕
屋
町
駕
与
丁

３
ー
２
ー
21
）

●
料
金
　
１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

０
円
程
度

☆
網
戸
の
張
替
え
も
い
た
し
ま
す
。

☆
60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員

に
申
し
込
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
で
ご
連
絡
を
。

●
問
合
せ
　（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
　
☎（
９
３
８
）
３

３
０
０

刃
物
研
ぎ

〜
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
〜
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　平成24年度の「粕屋町まちづくり出前講座」のメニューが決まりました。

　申込方法など詳しくは、粕屋町のホームページをご覧になるか、役場・健康セン

ター・粕屋フォーラム・サンレイクかすやに置いています案内チラシをご覧ください。

平成24年度　粕屋町まちづくり出前講座メニュー

（注）※１・ ※３の講座は、派遣できない期間があります。　※２の講座は、８月～10 月の期間のみ可能。

●問合せ　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173

「粕屋町まちづくり出前講座」

所管課講座内容サブタイトル講座名ＮＯ．
１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

あかるい選挙

予算・決算の見かた

これからのまちづくり

固定資産税（土地・家屋編）※1

町県民税（住民税）　※2

地域防犯活動

高齢者の事故防止

いのち輝け
　子どもとともに  育つまち

認知症を知ろう！

地域包括支援センターをよく
知ろう

生活習慣病予防　パート1
　健康かすや21
　(食チーム)

生活習慣病予防　パート２
　健康かすや21
　(甘味飲料チーム)

子どもの健康づくり
　　(メタボ予防子供編)

粕屋町の都市計画

住居表示の仕組みと効果

捨てればゴミ、活かせば資源

水がささえる豊かな未来

下水道の役割

おもちゃづくり体験

粕屋町の歴史　※3

おはなし会

あなたの一票が未来を変える

町の家計簿は？

地域主権・協働・行政経営

固定資産税の基礎知識

町県民税の基礎知識

安全で安心して暮らせるまち
づくり

自分の命は自分でまもる

子育て支援事業って何？

誰もが安心して暮らせるまち
に

地域包括支援センターの活動
・役割

本当に生活習慣病は予防でき
るのです

健康づくりは、甘くない！

飲みすぎに注意しましょう

生活習慣病予防は子どもか
ら！

かすやまちのまちづくり

わかりやすくて安心のまちへ

ゴミを減らそう！

安全・安心な水ができるまで

知っておこう、下水道につい
ての知識

リサイクルクラフト

各地域の歴史を探る

読書で心豊かに

選挙制度の概要・粕屋町の投票率

粕屋町の予算や財政状況をわかりやすく説明

総合計画（マスタープラン）の説明

土地・家屋の評価、課税と納税

・町県民税とは
・町県民税の課税方法や内容と納税
　
防犯活動に関するノウハウ、様々な安全対策
の習得
　
高齢者交通事故死者の特徴
事故形態（事例）と原因

ブックスタート事業、つどいの広場、親子サロ
ン、ファミリー・サポート・センター事業等の
粕屋町の子育て支援事業の紹介

・認知症とは？
    認知症の病気の理解
    老化の「物忘れ」と認知症の「物忘れ」の違い

介護予防事業、総合相談など
地域の関わりについて

・生活習慣病とは？
・予防する具体的方法について
・脂肪や塩分が多く含まれる食品など
　（時間・人数・対象によって内容等を調整できます）

・甘味飲料(ジュース等)の害について
・甘味飲料に含まれる砂糖の量展示
　（時間・人数・対象によって内容等を調整できます）　

・生活習慣病について
・お菓子などに含まれる塩分・油・砂糖の含有
　量について
・ジュースの害や砂糖含有量について
　（時間・人数・対象によって内容等を調整できます）
土地利用や建物の建て方のルールについて

・住居表示制度における住所の決め方
・住居表示の効果

・ゴミの現状や分別と資源利用
・集団回収とリサイクルボックス

福岡導水と粕屋町の水事情

・粕屋町の下水道
・下水の再生について

ご家庭にある、ラップの芯・ストローなどの身
近な物で、遊べるおもちゃが作れます。

各行政区に応じた粕屋町の歴史について解説

絵本などの読み聞かせ

総務課

経営政策課

経営政策課

税務課・収納課

税務課・収納課

協働の
まちづくり課

協働の
まちづくり課

子ども未来課

介護福祉課

介護福祉課

健康づくり課

健康づくり課

健康づくり課

都市整備課

都市整備課

環境生活課

上下水道課

上下水道課

社会教育課

社会教育課

社会教育課
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お

ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

あ
い
づ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
ぼ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

た
　

〔
俳
句
〕

電
線
の
カ
バ
ー
が
お
宿
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

子
供
等
の
は
し
ゃ
ぐ
声
し
て
春
盛
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

登
り
来
て
地
蔵
の
赤
き
毛
糸
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

蕗
味
噌
の
香
れ
る
膳
や
こ
ぬ
か
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

早
春
の
光
や
わ
ら
ぐ
大
師
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

み
ど
り
児
の
握
り
し
指
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

寒
の
月
指
先
痛
き
暁
の
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

掛
け
軸
を
仮
名
文
字
に
替
え
春
立
て

り
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

花
八
手
昭
和
の
町
の
鍛
冶
屋
の
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

薄
氷
と
な
り
し
給
水
朝
の
鳥
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

何
事
も
な
く
時
の
ゆ
き
寒
明
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

余
寒
な
お
腕
に
重
た
き
広
辞
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

人
の
老
い
吾
が
老
い
雪
の
店
で
あ
ふ
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本
ミ
ヨ
コ

臨
床
の
ま
ぶ
た
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夜
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寒
さ
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寿
美

摘
み
惜
し
み
す
る
う
ち
伸
び
る
ふ
き

の
と
う
　
　
　
　
　
　  

中
川
　
　
初

高
下
駄
の
青
春
の
友
梅
た
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

鬼
の
面
泣
い
た
男
の
子
や
早
や
四
十

路
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

生
き
ざ
ま
を
変
え
き
れ
な
く
て
冬
ん

中
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

粉
雪
や
梅
の
つ
ぼ
み
に
薄
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ

蕗
の
薹
半
紙
に
包
み
持
た
せ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

気
が
つ
け
ば
垣
根
の
そ
ば
に
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

千
両
を
描
き
て
独
り
茶
一
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

脹
ら
み
て
寒
を
悦
ぶ
木
の
芽
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

薄
陽
さ
す
庭
に
ろ
う
梅
輝
や
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

へ
ん
ろ
道
我
に
厳
し
き
残
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
藤
　
和
義

吐
く
息
の
透
き
通
り
た
り
梅
凛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

き
き
と
れ
ぬ
ま
ま
に
相
槌
春
ど
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
﨑
美
津
江

〔
川
柳
〕

花
見
ど
き
出
合
茶
屋
で
過
ご
さ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
円
　
真
正

箱
入
り
娘
今
は
出
ず
ば
り
の
媼
と
な

る
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

生
き
る
術
弱
い
も
の
ほ
ど
群
れ
を
な

し
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
大
恵

敢
え
て
書
く
そ
の
日
を
生
き
て
い
た

日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

欠
席
の
○
は
生
き
て
る
ぞ
の
サ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
﨑
　
瑞
竹

新
装
の
背
広
で
祝
う
古
稀
の
初
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

も
う
土
手
に
春
の
装
お
い
ふ
き
の
と

う
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尋
よ
し
恵

こ
の
位
置
に
み
ん
な
お
い
で
よ
遊
ぼ

う
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

大
輪
の
牡
丹
に
も
似
て
孫
二
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

モ
ナ
リ
ザ
の
笑
み
遠
く
て
も
近
く
て

も
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

人
だ
か
り
ス
タ
ー
見
た
さ
の
楽
屋
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

立
ち
位
置
が
違
え
ば
意
見
ま
で
変
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

伝
統
の
糠
床
守
る
嫁
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

里
帰
り
あ
ぐ
ら
の
位
置
は
う
ま
れ
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

幼
稚
園
も
う
お
受
験
に
走
り
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

亡
夫
が
座
す
縁
の
藤
座
子
そ
の
ま
ま

に
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

一
本
の
道
を
踏
み
出
す
呱
々
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
海
　
与
一

大
人
へ
と
踏
み
出
す
孫
の
晴
れ
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

定
位
置
に
居
て
も
虚
し
い
多
数
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

傷
つ
い
た
心
装
う
仮
住
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

〔
短
歌
〕

春
が
来
た
桜
の
蕾
ふ
く
ら
ん
で
行
き

交
う
人
は
み
な
笑
顔
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

雪
だ
る
ま
心
足
ら
い
て
吹
き
つ
も
る

小
走
る
親
子
願
い
叶
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

縁
蔭
に
姿
く
ら
ま
す
宿
り
木
は
木
枯

ら
し
吹
き
て
そ
の
身
現
わ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●
申
込
み
・
問
合
せ

 

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３
 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
 

（広告）
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「
初
心
者
弓
道
教
室
」
の

ご
案
内

〜
弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
粕
屋
弓
友
会
（
粕
屋
町
体
育
協
会

弓
道
部
）
で
は
、
初
心
者
の
た
め
の

「
弓
道
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

●
期
日
　
４
月
14
日
（
土
）〜
６
月
16

日
（
土
）の
毎
週
土
曜
日
　
全
10
回

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
場
所
　
か
す
や
ド
ー
ム
弓
道
場

●
対
象
　
15
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
10
名
程
度
（
先
着
順
）

●
受
講
料
　
６
千
円 

（
弓
道
場
使
用

料
及
び
傷
害
保
険
料
を
含
む
。）

●
服
装
　
運
動
で
き
る
服
装
と
足
袋

又
は
厚
手
の
靴
下
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
　
４
月
７
日
（
土
）
ま
で

に
松
本
☎（
９
３
８
）４
８
０
８
又

は
下
村
☎（
９
４
８
）１
２
８
２
宛

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
さ

れ
て
も
、
表
彰
数
に
は
一
定
の
枠
が

あ
り
ま
す
の
で
、
表
彰
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

●
必
要
書
類

▽
優
良
運
転
者
表
彰
申
請
書

　（
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
・
粕
屋

　
町
役
場
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
に

　
て
準
備
）

▽
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

　（
３
月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
）

※
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

　○

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

　（
福
岡
県
警
察
本
部
内
）

　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
ー
７

　
☎（
６
４
１
） 

６
３
６
４

〈
注
〉
右
記
セ
ン
タ
ー
で
直
接
手
続
さ

れ
ま
す
と
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

い
て
４
日
ほ
ど
で
証
明
書
が
交
付

さ
れ
ま
す
が
、
郵
便
振
替
の
方
法

で
は
、
10
〜
14
日
ほ
ど
か
か
り
ま

す
の
で
、
受
付
に
遅
れ
な
い
よ
う

に
早
め
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。（
郵
便
振
替
用
紙
は
、
警

察
署
・
交
番
に
準
備
し
て
い
ま

す
。）

▽
運
転
免
許
証
及
び
交
通
安
全
協
会

　
員
証
の
コ
ピ
ー

▽
過
去
に
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰

　
を
受
け
た
人
は
最
終
表
彰
状
の
コ

　
ピ
ー
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

●
申
請
先
　
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協

会(

郵
送
可
　
※
前
記
必
要
書
類

完
備) 

　
〒
８
１
１
ー
２
３
０
１

粕
屋
町
大
字
上
大
隈
１
４
７
ー
１

（
粕
屋
警
察
署
内
）

●
問
合
せ

　
・
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　 

☎（
９
３
９
） 

３
０
３
０

　
・
粕
屋
警
察
署
交
通
課
総
務
係

　
　 

☎(

９
３
９) 

０
１
１
０

①粕屋地区交通安全協会長表彰
　［受賞資格］５年以上継続運転、５年以上無事故、無違反
　　※管内居住、原則協会会員

②粕屋警察署長・粕屋地区交通安全協会長連名表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、無違反、
　　　10年以上犯罪行為が無い
　　※管内居住、原則協会会員

③県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、無違反、
　　　10年以上犯罪行為が無い　かつ②の受賞者
　　※管内居住、原則協会会員

④全日本交通安全協会長（交通栄誉賞緑十字銅章）表彰
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、5年以上、
　　無違反、5年以上犯罪行為が無い　かつ③の受賞者
　　※管内居住、原則協会会員

⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長表彰
　［受賞資格］15年以上継続運転、20年以上無事故、10年以上
　　無違反、10年以上犯罪行為が無い　かつ④の受賞者
　　※管内居住、原則協会会員

５
月
10
日
（
木
）〜
６
月
18
日
（
月
）

4
月
２
日（
月
）〜
５
月
７
日（
月
）

11
月
下
旬

11
月
13
日
（
火
）

表彰種別・受賞資格 表彰
予定

受付
期間 平

成
24
年
度

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
に
つ
い
て

（広告）
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あ
け
　
　
し
ゅ
う
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
あ
け
　
　
し
ゅ
っ
き

・

・

お
詫
び
と
訂
正

　
古
文
書
を
解
読
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
古

文
書
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

い
う
方
は
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
内
容
　
古
文
書
に
用
い
ら
れ
る
用

語
や
用
例
を
実
際
の
古
文
書
を
テ

キ
ス
ト
と
し
て
、
詳
し
く
解
説
い

た
し
ま
す
。

●
日
程
（
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※

毎
月
２
回
、
年
間
24
回
の
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

４
月
３
日
・
17
日

５
月
15
日
・
29
日

６
月
５
日
・
19
日

７
月
３
日
・
24
日

８
月
７
日
・
28
日

９
月
４
日
・
11
日

10
月
２
日
・
23
日

11
月
20
日
・
27
日

12
月
４
日
・
18
日

１
月
22
日
・
29
日

２
月
５
日
・
26
日

３
月
５
日
・
19
日

曜
日
は
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
で
す
。

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で

●
講
師
　
石
瀧
豊
美
先
生
・
資
料
館

職
員

●
受
講
料
　
年
間
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

●
場
所
　
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階
視

聴
覚
室

●
問
合
せ  

通
年
講
座
で
す
が
、
随

時
受
講
申
込
み
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
粕
屋
町
立

歴
史
資
料
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。 

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４

古
文
書
解
読
講
座
開
催

の
お
知
ら
せ

《
通
年
講
座
》

　
広
報
か
す
や
３
月
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
訂
正
し
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
20 

文
芸
　
松
浦
菜
穂
子
さ
ん
の
俳

句
の
読
み（
ル
ビ
）

　
誤
　
火
柱
の
落
ち
着
く
暁
の
淑
気

　
　
　
か
な

　
正
　
火
柱
の
落
ち
着
く
暁
の
淑
気

　
　
　
か
な

Ｐ
23 

町
の
人
口
、24
年（
１
月
末
現
在
）

　
正
　
　
人
口
　
４
３
，
１
０
３

　
　
　
　
　
男
　
２
１
，
２
５
１

　
　
　
　
　
女
　
２
１
，
８
５
２

　
　
　
世
帯
数
　
１
７
，
３
１
５

Ｐ
23 

御
礼
　
お
三
方
目
の
寄
贈
主

　
誤
　
田
中
智
雄

　
正
　
田
上
智
雄

Ｐ
24 

３
月
の
行
事
予
定
表
　

大
川
保
育
園
の
子
育
て
支
援
イ
ベ

ン
ト
の
備
考
欄
な
ど
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　無
料
相
談
会

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
13
日
（
金
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　
☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　
０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

●
職
務
　
事
務
局
長

●
定
年
　
65
歳

●
資
格
　
社
会
福
祉
事
業
又
は
他
の

事
業
の
管
理
職
経
験
者
、
普
通
自

動
車
免
許
所
持
者

●
給
与
　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
規
程
に
よ
る

●
待
遇
　
賞
与
年
２
回
、
社
会
保
険

有
●
勤
務
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で

●
休
日
　
週
休
二
日
制
・
年
末
年
始

●
採
用
日
　
平
成
24
年
６
月
１
日

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

職
務
経
歴
書
、
志
望
動
機
（
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）
を

社
協
事
務
局
宛
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
締
切
り
　
４
月
20
日
（
金
）
必
着

●
一
次
試
験
　
書
類
審
査

●
二
次
試
験
　
５
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
小
論
文
・
面
接

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
９
３
８
）
６
８
４
４

　（
粕
屋
町
大
字
長
者
原
２
５
２
）

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
（
嘱
託
職
員
）

募
集

●
職
務
　
障
が
い
児
放
課
後
等
対
策

事
業
に
関
す
る
業
務

●
年
齢
　
60
歳
ま
で
（
継
続
雇
用
制

度
あ
り
）

●
資
格
　
不
問
、
普
通
自
動
車
免
許

所
持
者

●
給
与
　
時
給
８
０
０
円

●
勤
務
　
通
常
時
　
午
後
２
時
〜
午

後
６
時
30
分

　
春
、
夏
、
冬
休
み
期
間
及
び
児
童

振
り
替
え
休
日
等
　
午
前
８
時
30

〜
午
後
６
時
30
分
　
内
８
時
間

●
休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始

●
採
用
日
　
平
成
24
年
６
月
１
日

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
社
協
事
務
局
へ

●
締
切
り
　
４
月
27
日
（
金
）
必
着

●
一
次
試
験
　
書
類
審
査

●
二
次
試
験
　
５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
面
接

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
９
３
８
）
６
８
４
４

　
担
当
・
伴
　（
粕
屋
町
大
字
長
者

原
２
５
２
）

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

　
川
口
ま
で



30

24年

前年
対比

41

－2

　0

±0

52
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41

－2

　0

±0
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＋1

1月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

1月
中

1月
中

1月
中

負傷者数死者数区分

町の人口

24年

23年

22年

2月末現在

43,141

42,699

42,107

21,250

21,128

20,905

21,891

21,571

21,202

17,320

17,107

16,793

御

　
礼

寄
附
受
納
団
体

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大
　
　
隈

黒
瀬
　
一
磨

黒
瀬
イ
ソ
子
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粕
屋
町
社
会
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祉
協
議
会

原
町
区

原
町
区
老
人
ク
ラ
ブ

原
　
　
町

宮
國
　
剛
司

宮
國
　
順
子

68

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
下
区

長
者
原
下
区
福
寿
会

長
者
原
下

原
　
　
正
子

原
　
　
　
亘

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
一

安
川
ノ
ブ
子

安
川
　
　
正
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区

酒
　
　
殿

案
浦
　
朱
美

案
浦
　
勝
彦
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
下

岩
﨑
　
　
繁

岩
﨑
　
保
子
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区

若
　
　
宮

平
野
　
拓
男

平
野
シ
ズ
子
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２
月
１
日
〜
２
月
29
日
（
敬
称
略
）

人　口 男 女 世帯数

　
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
平
成
24

年
９
月
下
旬
か
ら
、「
別
図
」
の
区
域

の
住
所
の
表
し
方
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
実
施
に
伴
い
、
住
居
番
号
を
設
定

す
る
た
め
、
平
成
24
年
５
月
か
ら
町

の
委
託
を
受
け
た
業
者
が
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。（
詳
細
は
、
回
覧
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　
な
お
、
こ
の
住
居
表
示
を
実
施
す

る
こ
と
で
町
界
や
町
名
が
変
更
さ
れ

て
も
、
行
政
区
の
運
営
や
学
校
の
校

区
は
今
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
都
市
整
備
課
都

市
計
画
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
０

８ 平
成
24
年
度
の
住
居

表
示
の
実
施
に
つ
い
て

別 図

住居表示計画区域



行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

４月の行事予定表４月の行事予定表

粕屋町消防団入退団式 10:00～　　　 中央小グラウンド 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談、特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

健康相談 9:00～12:00 健康センター 

ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 リズム遊び

マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター １歳６か月までの希望者（前日までに予約してください）

１０か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成２３年６月生まれの児

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

２歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成２１年１２月生まれの児

子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 運動遊び

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（１・２歳児対象）

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 手遊び

子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 新聞紙遊び

４か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成２３年１２月生まれの児

ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 ４月のお誕生会

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（３・４・５歳児対象）

４か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成２３年１２月生まれの児

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 おりがみ遊び

子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 こいのぼり製作・身体測定

１歳６か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成２２年９月生まれの児

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成２１年３月生まれの児

５月上旬の行事予定表５月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-0258

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱
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1　(日)

3　(火)
 

5　(木)

6　(金)

9　(月)
 

 
10　(火)

11　(水)
 
 

12　(木)

17　(火)
 

18　(水)

 

19　(木)
  

20　(金)

 
24　(火)

25　(水)
 

 
26　(木)
 

 
27　(金)

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（１・２歳児対象）

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

健康相談 9:00～12:00 健康センター 

ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 運動遊び

子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（３・４・５歳児対象）

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）

1　(火)
 

2　(水)
 

7　(月)
 

 
8　(火)

9　(水)



粕屋町粕屋町

●期　日　　　８月２３日（木）～２６日（日）　３泊４日
●研修地　　　沖縄県
●研修内容　　沖縄での団体生活・自然体験・平和学習
●募集人数　　団員　小学５・６年生　５０名　
　　　　　　　　　　中学生　　　　  １０名　　　計６０名
　　　　　　　スタッフ　高校生（相当）    　　若干名
　　　　　　　　　　　　大学生（相当）以上　１５名程度
　　　　　　　※申し込みが定員を超えた場合は抽選により決定します。
　　　　　　　　なお、今回初めて参加される方を優先しますので、過去に「ときめき・
　　　　　　　　体験」に参加された方は、お断りする場合があります。
●参加費用　　小学生　　３0,000円
　　　　　　　中学生　　３5,000円
　　　　　　　スタッフ　　３0,000円
　　　　　　　※このほかにユニフォーム代として３千円程度必要になります。
●募集期間　　４月２日（月）～４月２７日（金）※締切厳守
●応募資格　　◇団員：粕屋町在住の小学5年生以上、中学3年生までの児童・生徒
　　　　　　　◇健康で研修計画に沿った規律ある団体行動に耐えることができる人
　　　　　　　◇下記の研修に全て参加できる人
　　　　　　　　事前研修　１次研修：6月１７日(日)
　　　　　　　　　　　　　２次研修：7月７日・８日(土・日)
　　　　　　　　　　　　　３次研修：8月４日(土)
　　　　　　　　事後研修　　　　　：9月9日(日)
　　　　　　　　スタッフ研修　5月２６日・２７日(土・日)宿泊　※スタッフのみ
　　　　　　　　※6・8・9月は「サンレイクかすや」で実施
　　　　　　　　　7月は「社会教育総合センター」(篠栗町)で宿泊研修

●申込書　　　役場受付・図書館・町内小中学校に置いています。
●申込方法　　参加申込書に必要事項を記入して、社会教育課（役場２階）に提出してく
　　　　　　　ださい。受付時間は平日の午前８時30分から午後5時までです。
　　　　　　　土日祝日の受付、郵送での受付はいたしません。
●問合せ　　　粕屋町教育委員会社会教育課　☎９３８－１４１０

募集
要項
募集
要項
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